
周
辺
教
材

内
容
解
説
資
料

’27 

令
和
九
年
度
用

文
学
国
語　

改
訂
版

古
典
探
究　

改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語　

改
訂
版

国
語
教
科
書
の
ご
案
内

目
次

◎ 

筑
摩
書
房
の
国
語
教
科
書 

2

◎ 

『
論
理
国
語 

改
訂
版
』の
ご
案
内 

4

◎ 

『
文
学
国
語 

改
訂
版
』の
ご
案
内 

28

◎ 

『
古
典
探
究 

改
訂
版
』の
ご
案
内 

48

◎ 

入
試
出
題
状
況
一
覧 

76

◎ 

指
導
資
料
一
覧
・
周
辺
教
材 

78

論国 143‒901 論理国語 改訂版

古典探究 古文編 改訂版古探 143‒901

文学国語 改訂版文国 143‒901

古典探究 漢文編 改訂版古探 143‒902

筑
摩
書
房 

版

「論理国語 改訂版」「文学国語 改訂版」
「古典探究 改訂版」の内容は、
こちらのパンフレットにまとめました。



筑
摩
書
房
の
国
語
教
科
書

文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版 学

習
指
導
要
領
と
筑
摩
書
房
の
教
科
書

言語文化 現代の国語

1
年
次

◉	「
上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
る
」科
目
。

◉	「
書
く
こ
と
」
「
読
む
こ
と
」
の

2
領
域
。

◉	「
読
む
こ
と
」の
教
材
は「
古
文
」

「
漢
文
」お
よ
び
小
説
・
詩
歌
な

ど
の「
近
代
以
降
の
我
が
国
の
伝

統
と
文
化
に
関
す
る
文
章
」。

◉	「
実
社
会
に
お
け
る
国
語
に
よ

る
諸
活
動
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
」科
目
。

◉	「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く

こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
3
領
域
。

◉	「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
現
代

の
社
会
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る

論
理
的
な
文
章
お
よ
び
実
用
的

な
文
章
」。

古典探究 文学国語 論理国語

2
・
3
年
次

◉	「
主
と
し
て
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す

る
理
解
」を
よ
り
深
め
る
た
め
、ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
の
古
典
を
学
習
対
象
と
す
る
。古
典

を
主
体
的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を
通
し
て

伝
統
と
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
古
典
の
重

要
性
を
理
解
し
、
自
分
と
自
分
を
取
り
巻

く
社
会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値
に

つ
い
て
探
究
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
重

視
し
た
選
択
科
目
。

◉	「
読
む
こ
と
」
1
領
域
。

◉	

教
材
は
主
と
し
て
古
典
と
し
て
の
古
文
及

び
漢
文
。

◉	

主
と
し
て「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

の
感
性
・
情
緒
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
。

深
く
共
感
し
た
り
豊
か
に
想
像
し
た
り
し

て
、書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
資
質
・
能
力

の
育
成
を
重
視
し
た
選
択
科
目
。

◉	「
書
く
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

◉	「
読
む
こ
と
」
の
教
材
は
「
近
代
以
降
の
文

学
的
な
文
章
」。

◉	

主
と
し
て「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

の
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
の
力
を

育
成
す
る
。実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、

論
理
的
に
書
い
た
り
批
判
的
に
読
ん
だ
り

す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
選

択
科
目
。

◉	「
書
く
こ
と
」、「
読
む
こ
と
」の
2
領
域
。

◉	「
読
む
こ
と
」の
教
材
は
、「
近
代
以
降
の
論

理
的
な
文
章
及
び
現
代
の
社
会
生
活
に
必

要
と
さ
れ
る
実
用
的
な
文
章
」。

※
こ
の
ほ
か
『
国
語
表
現
』（
他
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
の
力
を
育
成
す
る
科
目
と
し
て
、

実
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
、他
者
と
の
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
資
質
・
能
力
の
育

成
を
重
視
し
て
新
設
し
た
選
択
科
目
）が
あ
り
ま
す
。

「この教科書で育成する資質・能力」

❶
す
べ
て
の
教
科
に
お
い
て「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」が

	

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

・	

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
教
材
を
厳
選
し
ま
し
た
。

・	

「
学
習
の
手
引
き
」に
は
、生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た
り
、対
話
に
よ
っ
て

	

考
え
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
課
題
を
配
し
ま
し
た
。

・	

単
元
ご
と
に「
実
践
」を
設
け
、主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
導
く
工
夫
を

	

示
し
て
い
ま
す
。

・	

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
比
べ
読
み
教
材
を
掲
載
し
て
、深
い
学
び
へ
と
誘
い
ま
す
。

❷「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」と「
知
識
・
技
能
」か
ら
成
る

	

「
資
質
・
能
力
」の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
筑
摩
書
房
の
教
科
書
で
は
】

・	

収
録
さ
れ
た
教
材
と
、学
習
指
導
要
領
に

	

示
さ
れ
た
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

お
よ
び「
知
識
・
技
能
」の
項
目
と
の
関
係
が

一
目
で
わ
か
る
一
覧
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

・	

す
べ
て
の
単
元
に
扉
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

単
元
で
、ど
の
よ
う
な「
資
質
・
能
力
」を

	

身
に
つ
け
た
い
か
を
示
す
「
単
元
の
目
標
」
を

掲
示
し
ま
し
た
。

・	

各
教
材
の
冒
頭
に「
視
点
」を
設
け
、
教
材
の

ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
学
び
た
い
か
を

示
し
ま
し
た
。

東
京
大
学
名
誉
教
授　

安
藤　

宏

編
集
委
員
の
こ
と
ば

　
二
〇
一
八
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
、

必
履
修
科
目
は
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」

に
、
選
択
科
目
は
「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」「
国

語
表
現
」「
古
典
探
究
」
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
評
論
や
実
用
文
を
扱
う
と
さ
れ
た
「
論
理
国
語
」

と
、
小
説
な
ど
の
文
学
教
材
を
扱
う
と
さ
れ
た
「
文

学
国
語
」
の
両
方
を
履
修
す
る
の
は
難
し
く
、
ど
ち

ら
か
一
方
だ
け
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
生
徒
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
両
方
を
履
修

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
苦
慮
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
情
報
化
社
会
の
中
で
「
実
用
国
語
」
化
へ

の
動
き
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
今
回
の
指
導
要
領

は
あ
き
ら
か
に
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
世
に
あ
る
文
章
を
「
論
理
」「
実
用
」

「
文
学
」
の
三
つ
に
区
分
し
て
科
目
に
分
け
る
と
い
う

発
想
も
、
ま
さ
し
く
こ
れ
に
深
く
関
連
す
る
動
き
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
わ
れ
わ
れ
筑
摩
書
房
の
編
集
委
員
会
は
、

「
役
に
立
つ
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
と
根
本
的
な
所
か

ら
捉
え
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
世
界
の
成
り

立
ち
を
根
源
か
ら
問
い
返
し
、
異
質
な
世
界
や
他
者

へ
の
想
像
力
を
育
ん
で
い
く
「
人
文
知
」
は
「
国
語
」

と
い
う
教
科
の
礎
い
し
ず
えを
な
す
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
発

想
に
立
ち
、「
論
理
国
語
」
に
お
い
て
も
「
文
学
国

語
」
に
お
い
て
も
、「
人
文
知
」
を
中
心
に
す
え
て
編

集
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
理
念
と
あ
ら
た
な
時

代
へ
の
要
請
と
が
、
高
い
次
元
で
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
る

よ
う
、
意
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
情
報
化
社
会
の
中
で
こ
そ
、
功
利
的
な
も
の
の
見

方
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
批
判
的
に
相

対
化
し
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
わ
れ
わ

れ
は
教
材
の
選
定
や
編
集
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
何
よ

り
も
こ
う
し
た
奥
深
い
知
性
を
養
成
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
育
に

向
け
て
、
わ
れ
わ
れ
の
教
科
書
と
と
も
に
考
え
、
歩

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

重
厚
な
定
番
教
材
か
ら
、

最
新
の
テ
ー
マ
や
注
目
の
著
者
に
よ
る
精
選
し
た
評
論
を
そ
ろ
え
、

難
関
大
学
の
入
試
に
も
対
応
す
る「
論
理
国
語
」の
最
高
峰
。

◎
論
理
的
な
思
考
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
と
ば
と
人
間
の
本
質
を
深
く
探
究
す
る
文
章
を
豊
富
に

採
録
。

◎
大
学
入
試
に
も
対
応
す
る
鋭
い
視
点
や
抽
象
度
の
高
い
思
考
を
身
に
つ
け
る
、

	

質
・
量
と
も
に
最
高
峰
の
評
論
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
感
想
を
述
べ

よ
と
か
、
意
見
を
出
し
な
さ
い
と
か
、
く
り
か
え
し

指
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り

と
よ
う
や
く
こ
と
ば
を
絞
り
出
す
と
、
も
っ
と
分
か

り
や
す
く
と
か
、
明
確
に
と
か
注
文
を
つ
け
ら
れ
た

り
し
ま
す
。
大
人
に
な
る
と
、
も
っ
と
そ
う
い
う
場

面
が
増
え
て
き
ま
す
。
あ
る
商
品
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
い
か
に
素
晴
ら
し
く
、
美
容
と
健
康
に
よ
く
て
、

地
球
に
配
慮
し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
と
か
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
と
い
か
に
人
類
に
貢
献
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
生
み
出
せ
る
か
を
説
明
し
て
た

く
さ
ん
予
算
を
獲
得
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
説
得
の

戦
術
に
大
人
は
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
と
き
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
、
論
理
と
レ
ト

リ
ッ
ク
で
す
。
と
り
わ
け
論
理
的
に
こ
と
ば
を
繰
り

出
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
で
も
、
ほ
ん
と
う
に
完

ぺ
き
な
論
理
と
い
う
の
は
あ
り
う
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
と
ば
は
論
理
的
に
は
な
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
純

粋
な
論
理
そ
の
も
の
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
議
論
で
相

手
を
徹
底
し
て
打
ち
負
か
す
と
、
負
け
た
側
に
は
不

快
な
感
情
の
し
こ
り
が
残
り
ま
す
。

　
で
は
、
ど
う
し
た
ら
社
会
で
役
に
立
つ
「
論
理
国

語
」
が
で
き
あ
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま

ず
相
手
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
ば
の
使
い
方
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
相
手
が
ど
の
よ
う
な

人
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
か
を

想
像
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
他
人
で
す
か
ら
、
真

に
分
か
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
こ
と
ば
を
繰
り
出

し
、
相
手
の
こ
と
ば
や
反
応
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
し
ず
つ
違
い
が
分
か
る
よ
う
に
な
れ
た
ら

う
れ
し
い
。「
論
理
国
語
」
は
こ
う
し
て
最
終
的
に
は

対
話
の
こ
と
ば
に
向
か
い
ま
す
。
書
き
手
と
読
み
手

が
、
話
し
手
と
聞
き
手
が
そ
の
役
割
を
交
互
に
切
り

替
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
人
間
を
、
社

会
や
自
然
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い

く
か
を
対
話
し
て
い
く
の
で
す
。

編
集
委
員
の
こ
と
ば

日
本
大
学
名
誉
教
授　

紅
野
謙
介

安
藤　

宏	

東
京
大
学
名
誉
教
授

門
屋　

敦	

東
大
寺
学
園
中
・
高
等
学
校
教
諭

紅
野
謙
介	

日
本
大
学
名
誉
教
授

河
野
龍
也	

東
京
大
学
准
教
授

五
味
渕
典
嗣	

早
稲
田
大
学
教
授

清
水
良
典	

文
芸
評
論
家
・
愛
知
淑
徳
大
学
名
誉
教
授

関
口
隆
一	

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭

橘　

直
弥	

灘
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

中
谷
い
ず
み	

二
松
学
舎
大
学
教
授

服
部
徹
也	

東
洋
大
学
准
教
授

松
田
顕
子	

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

森　

大
徳	

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭

吉
田　

光	

郁
文
館
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

①
第
一
部
９
単
元
27
教
材
、第
二
部
８
単
元
23
教
材
と
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

②
原
則
と
し
て
各
単
元
内
の
教
材
配
列
は
易
→
難
へ
。

③
長
く
読
み
継
が
れ
る
名
評
論
か
ら
、最
新
の
テ
ー
マ
、話
題
の
著
者
、近
代
の
評
論
な
ど
、

	

筆
者
・
時
代
・テ
ー
マ
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な
教
材
。

④
教
室
や
生
徒
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・
能
力
を
引
き
出
せ
る
奥
の
深
い
教
材
を
厳
選
。

教
材
の
特
徴

①「
第
一
部
」「
第
二
部
」の
冒
頭
に
学
び
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
役
立
つ「
単
元
の
目
標
」と

	

教
材
ご
と
の「
視
点
」を
提
示
。

②
教
材
ご
と
に
学
び
の
目
標
を
明
確
化
す
る「
課
題
」と
、理
解
を
深
め
る「
構
成
」「
読
解
」、

	

主
体
的
な
学
び
を
支
え
る「
言
語
活
動
」を
提
示
。

④
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る「
実
践
」を
適
宜
掲
載
。

⑤「
論
理
的
思
考
」を
身
に
つ
け
、「
文
学
的
な
教
材
」と
の
連
携
も
可
能
な
コ
ラ
ム
を
適
宜
掲
載
。

⑥「
言
語
活
動
」で
小
説
な
ど
と
の
関
連
付
け
を
適
宜
提
示
。

授
業
を
支
え
る
工
夫

編
集
の
ポ
イ
ン
ト

論
理
国
語 

改
訂
版　

編
集
委
員

論
理
国
語

論
国
1
4
3
︲
9
0
1
／
A
５
判
・
4
4
8
頁

改
訂
版
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版 論

理
国
語

◎
教
材
数
は
第
一
部
９
単
元
27
本
。

◎
基
本
的
に
章
ご
と
の
教
材
は
、易
→
難
へ
。

◎「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」の
ア
イ
コ
ン
で
、ど
の
領
域
の

「
資
質
・
能
力
」を
養
う
の
に
適
し
た
教
材
か
が
一
目
瞭
然
。

目
次

定
番

定
番 新

ジェンダー、環境問題、格差などの現代的な
テーマから、近代論、言語論、社会論など
定番の評論まで幅広く網羅。

評論と小説を有機的に結びつけるコラムを
入れました。小説との比べ読みに導けます。

平和教材としても必読。

改
訂
版

教科書に掲載している二次元コードから比べ読みのテキストにアクセスできます。
「未来をつくる言葉」（「山月記」）、「現代日本の開化」（「こころ」）、【羅針盤 2】
（「夢十夜」）、「物語としての自己」（「舞姫」）、「清光館哀史」（「陰翳礼讃」）が
それぞれリンクしています。

キーワード

教材に関連した評論キーワードとその解説が、
すべての教材に示してあります。

新新新新新

「論理的思考」を身につけるにあたって
必要な知識をまとめたコラム。

新 新

実用文、レポート、資料の読解など、
主体的な学びに必要な知識と
手順を「実践」で解説。
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ノーベル文学賞受賞作品の
翻訳や、原文で読む近代の
評論など、バラエティ豊かな教材。

文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版 論

理
国
語

◎
第
二
部
の
教
材
数
は
８
単
元
23
本
。

目
次

ノーベル文学賞受賞作品の翻訳や、
原文で読む近代の評論など、
バラエティ豊かな教材。

移民・難民問題、ウィルスなどの感染症がもたらす
社会の変化など現代的なテーマから、 哲学的な
問いや平和論など定番の評論まで幅広く網羅。

大学入試にも対応した歯ごたえのある評論群。 

改
訂
版

定
番

定
番 新新新新新新

比べ読み、自己 PR、論文の読解など、主体的な
学びに必要な知識と手順を「実践」で解説。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

未
来
を
つ
く
る
言
葉　

ド
ミ
ニ
ク
・
チ
ェ
ン

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
《
自
己
と
他
者
》
２
６
０
０
字

「
わ
か
り
あ
え
な
さ
」
を
つ
な
ぐ
と
い
う
、こ
と
ば
と
の
新
た
な
向
き
あ
い
方
に
つ
い
て
、

筆
者
の
主
張
を
基
に
思
考
を
深
め
ら
れ
る
教
材
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー

ル
が
進
化
し
、
表
現
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
係
が
複
雑
化
す
る
現
代
に
お
い
て
こ

そ
、こ
と
ば
の
も
つ
「
架
橋
」の
力
を
実
感
し
た
い
。

物
語
る
と
い
う
欲
望　

内
田 

樹

物
語
論
《
テ
ク
ス
ト
》
３
３
０
０
字

私
た
ち
は
な
ぜ
「
物
語
る
」の
か
。「
解
釈
し
た
い
」
と
い
う
欲
望
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
。

人
間
の
根
源
的
な
欲
求
の
仕
組
み
を
、
筆
者
一
流
の
逆
説
を
用
い
て
鮮
や
か
に
解
き
明
か

す
ス
リ
リ
ン
グ
な
評
論
教
材
。

科
学
の
詩
学
へ　

石
井
美
保

科
学
論
《
超
越
性
》
２
８
０
０
字

一
見
対
立
す
る
「
科
学
」
と
「
詩
学
」。
し
か
し
そ
の
二
つ
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て

い
る
。
す
ぐ
れ
た
研
究
者
た
ち
で
あ
り
文
章
家
で
あ
っ
た
中
谷
宇
吉
郎
や
寺
田
寅
彦
を

例
に
、
探
究
す
る
こ
と
の
悦
び
を
語
る
。
文
系
・
理
系
へ
の
進
路
を
考
え
る
前
に
読
み
た
い
。

地
図
の
想
像
力　

若
林
幹
夫

情
報
論
《
近
代
》
３
５
０
０
字

中
世
と
近
代
の
地
図
の
比
較
に
よ
っ
て
「
科
学
的
」
で
あ
る
こ
と
が
「
進
ん
で
い
る
」
と
い

う
考
え
方
を
反
転
さ
せ
、
西
洋
中
心
主
義
が
「
当
た
り
前
」に
な
っ
て
い
る
現
代
人
の
思

考
を
問
い
直
す
。

本
当
は
怖
い「
前
提
」の
話　

川
添 

愛

論
理
学
（
前
提
と
推
論
）
３
２
０
０
字

「
前
提
」の
「
怖
さ
」
と
は
一
体
何
か
。
言
語
学
の
知
見
を
通
し
て
、
何
げ
な
く
使
わ
れ
る

「
前
提
」
と
い
う
概
念
を
捉
え
な
お
す
。

「
象
徴
的
貧
困
」に
立
ち
向
か
う
た
め
に　

石
田
英
敬

メ
ディ
ア
論
《
メ
ディ
ア
》
３
２
０
０
字

わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
あ
ふ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ディ
ア
。
そ
れ
は
、わ
た
し
た
ち
の
想
像

力
を
豊
か
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
「
イ
マ
ジ
ン
」
が

立
て
た
問
い
に
向
き
合
う
。

男
の
絆
、
女
た
ち
の
沈
黙　

尹 

雄
大

ジェン
ダ
ー
論
《
ジェン
ダ
ー
》
４
９
０
０
字

男
性
の
書
き
手
に
よ
る
ジ
ェン
ダ
ー
論
。
固
定
的
な
物
の
見
方
が
固
定
的
な
関
係
を
作
る
。

そ
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る
か
、
問
題
提
起
す
る
。

現
代
日
本
の
開
化　

夏
目
漱
石

近
代
論
《
日
本
と
近
代
》
３
６
０
０
字

明
治
を
代
表
す
る
知
識
人
は
、
自
ら
の
生
き
た
時
代
を
ど
う
見
て
い
た
か
。
聴
衆
を
前

に
し
た
講
演
な
ら
で
は
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
も
注
目
し
た
い
。

物
語
り
に
つ
い
て　

濱
口
竜
介

物
語
論
《
語
り
の
場
》
３
６
０
０
字

不
条
理
な
現
実
に
直
面
し
た
と
き
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
。
そ
れ
を
、
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
べ
き
か
。フィ
ク
シ
ョ
ン
が
現
実
を
捉
え
る
力
を
学
び
た
い
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
の
誕
生　

今
福
隆
太

文
化
人
類
学
《
ツ
ー
リ
ズ
ム
》
４
０
０
０
字

「
観
光
」
と
い
う
行
為
に
秘
め
ら
れ
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
権
力
の
形
と
は
。
差
別
を
強
化
し
、

再
生
産
す
る
仕
組
み
を
身
近
な
題
材
を
例
に
暴
き
出
す
、グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
読
の
教
材
。

生
物
の
作
る
環
境　

日
髙
敏
隆

生
物
学
《
環
世
界
》
２
６
０
０
字

世
界
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
物
が
持
つ
感
覚
器
官
と
行
動
原
理
を
通
じ
て
立
ち
現
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ダ
ニ
と
イ
ヌ
と
ヒ
ト
と
で
は
、「
世
界
」の
形
は
全
く
異
な
る
。
所
与
の
も
の

を
自
明
視
せ
ず
、
世
界
の
別
の
あ
り
よ
う
を
想
像
す
る
力
を
養
う
た
め
に
。

貧
困
は
自
己
責
任
な
の
か　

湯
浅 

誠

貧
困
論
《
格
差
社
会
》
２
５
０
０
字

「
貧
困
」の
定
義
と
は
何
か
。
引
用
の
中
の
語
句
を
解
釈
し
な
が
ら
自
説
を
組
み
立
て
る

論
法
に
も
留
意
し
た
い
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
何
か　

森
本
あ
ん
り

政
治
思
想
論
《
分
断
》
３
２
０
０
字

現
代
の
民
主
主
義
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
の
一つ
で
あ
る
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
」。
そ
の
概
念
と
特
徴
や
構
造
を
捉
え
る
。

ト
リ
ア
ー
ジ
社
会　

船
木 

亨

社
会
論
《
生
権
力
》
３
７
０
０
字

最
近
と
み
に
耳
に
す
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」。
新
し
い
こ
と
ば
が
定
着
す
る
と
き
、
そ
の
こ
と
ば

は
社
会
情
勢
を
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。こ
と
ば
を
き
っ
か
け
に
社
会
を
考
え
る
。

権
力
と
は
何
か　

杉
田 

敦

政
治
思
想
論
《
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
》
３
７
０
０
字

権
力
は
、
人
間
を
縛
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
生
を
支
え
保
証
す
る
積
極
的
な
側
面
も

あ
る
。
そ
の
作
用
と
効
果
の
二
面
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

子
ど
も
の
言
語
習
得　

今
井
む
つ
み
・
秋
田
喜
美

言
語
論
《
類
推
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）》
３
７
０
０
字

子
ど
も
の
言
い
間
違
い
は
、
人
類
の
知
識
の
創
造
や
進
化
の
過
程
と
も
通
じ
る
。
科
学
の

本
質
を
日
常
生
活
か
ら
見
出
し
て
い
く
論
の
運
び
を
追
い
か
け
た
い
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
現
象
学　

河
野
哲
也

文
化
論
《
差
異
》
３
８
０
０
字

「
変
化
の
た
め
の
変
化
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
秩
序
を
翻
弄
す
る
遊
戯
で
あ
る
と
同
時

に
、
新
た
な
自
己
を
創
出
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
試
み
で
も
あ
る
、
奥
深
い
表
面

＝
フ
ァッ
シ
ョ
ン
の
謎
に
迫
る
、
重
厚
な
文
化
論
。

日
本
の
社
会
は
農
業
社
会
か　

網
野
善
彦

歴
史
論
《
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
》
３
６
０
０
字

新
た
な
資
料
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、積
年
の
思
い
込
み
の
呪
縛
が
解
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

歴
史
を
見
直
す
面
白
さ
が
そ
こ
に
あ
る
。

資
源
は
な
ぜ
枯
渇
す
る
の
か　

細
田
衛
士

環
境
論
《
持
続
可
能
性
》
３
２
０
０
字

環
境
問
題
を
学
ぶ
上
で
知
っ
て
お
き
た
い「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」。
し
か
し
突
き
詰
め
て
考

え
れ
ば
「
悲
劇
」の
本
質
は
「
コ
モ
ン
ズ
」
で
は
な
い
。
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
議
論
を

深
め
て
い
く
道
筋
を
た
ど
り
た
い
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の「
生
」の
技
法　

柴
田
邦
臣

テ
クノ
ロ
ジ
ー
論
《
公
共
圏
と
親
密
圏
》
３
５
０
０
字

情
報
技
術
の
進
展
は
人
間
の
「
生
」
を
ど
う
変
え
る
か
。
体
験
と
知
識
が
結
び
つ
い
た
思

考
の
展
開
を
た
ど
る
。

「
で
あ
る
」こ
と
と「
す
る
」こ
と　

丸
山
眞
男

政
治
思
想
論
《
法
と
制
度
》
３
３
０
０
字

現
代
日
本
に
お
い
て
な
お
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
二
つ
の
論
理
・
価
値
。
戦

後
政
治
学
の
牽
引
車
に
よ
る
定
番
評
論
。

一
〇
〇
％
は
正
し
く
な
い
科
学　

更
科 

功

論
理
学
《
仮
説
と
検
証
》
４
４
０
０
字

科
学
的
推
論
は
決
し
て
「
一
〇
〇
％
」の
正
し
さ
に
は
到
達
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、「
演
繹
」

で
は
な
く
「
推
測
」に
よ
っ
て
未
知
の
真
理
に
迫
ろ
う
と
す
る
科
学
の
本
質
ゆ
え
な
の
だ
。

科
学
と
、
そ
の
営
み
を
支
え
る
論
理
的
思
考
の
基
礎
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

近
代
の
成
立
―
―
遠
近
法　

橋
爪
大
三
郎

近
代
論
《
近
代
的
主
体
》
２
７
０
０
字

「
遠
近
法
」
は
単
な
る
絵
画
の
技
法
で
は
な
い
。
美
術
の
授
業
で
必
ず
習
う
身
近
な
テ
ー

マ
を
通
し
て
、「
近
代
」の
特
性
を
簡
潔
明
快
に
解
き
明
か
す
。

カ
イ
ロ
モ
ン　

三
浦
哲
哉

環
境
論
《
共
生
》
３
５
０
０
字

生
物
に
と
っ
て
「
に
お
い
」に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
日
常
生
活
の
中
で
ほ
と

ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
情
報
や
行
動
に
つ
い
て
問
い
直
し
、
多
様
性
が
環
境
を
保
つ
秘
密

に
迫
る
。

迷
惑
で
い
び
つ
な
生
命　

中
屋
敷 

均

生
物
学
《
自
立
／
依
存
》
３
３
０
０
字

「
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
毎
日
は
、
は
た
し
て
本
当
に
豊
か
な
関
係

を
作
り
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
生
物
学
の
知
見
か
ら
、
人
間
社
会
を
捉
え
直
す
。

沖
縄
戦
を
聞
く　

岸 

政
彦

社
会
学
《
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
》
３
２
０
０
字

「
聞
く
」
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
沖
縄
の
人
々
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
語
り

を
書
き
記
し
続
け
た
筆
者
の
文
章
を
通
じ
て
、「
聞
く
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
と
の
密

接
な
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
。

変
貌
す
る
聖
女　

川
島
慶
子

ジェン
ダ
ー
論
《
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
》
３
８
０
０
字

キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
伝
記
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
的
な
要
請
や
女
性
観
の
変
遷
の
中

で
い
か
に
書
き
換
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。「
あ
た
り
前
」
を
問
う
こ
と
の
驚
き
を
味
わ
え

る
評
論
。

第
2
章

第
1
章

第
6
章

第
5
章

第
7
章

第
8
章

第
9
章

第
3
章

第
4
章

教
材
の
ポ
イ
ン
ト

※《　

》は
教
科
書
に
掲
載
し
た「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

◎
第 

一 

部
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

「
自
然
を
守
る
」と
い
う
こ
と　

森
岡
正
博

環
境
論
《
環
境
倫
理
学
》
２
９
０
０
字

「
人
間
」
と
「
自
然
」
は
対
立
項
で
は
な
く
、
実
際
に
は
互
い
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
新
た
な
気
づ
き
に
よ
っ
て
、
従
来
の
環
境
倫
理
学
の
枠
を
越
え
た
提
言
を

行
う
自
然
環
境
論
。二
項
対
立
と
、
そ
の
脱
構
築
の
仕
方
を
学
ぶ
意
味
で
も
意
義
あ
る

文
章
。

物
語
と
し
て
の
自
己　

野
口
裕
二

心
理
学
《
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
》
４
０
０
０
字

私
た
ち
の
「
自
己
」
が
形
作
ら
れ
る
仕
組
み
を
、「
物
語
行
為
」
と
い
う
観
点
か
ら
解
説

し
た
、
新
鮮
な
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
論
。「
語
る
」こ
と
と
「
生
き
る
」こ
と
の
密
接
な
つ
な

が
り
を
認
識
さ
せ
る
。

虚
ろ
な
ま
な
ざ
し　

岡 

真
理

ヒ
ュー
マニ
ズ
ム
《
当
事
者
性
》
３
７
０
０
字

声
な
き
被
害
者
の
苦
し
み
を
、
被
害
者
に
な
り
代
わ
っ
て
想
像
し
、
代
弁
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
し
ま
う
も
の
は
何
か
。ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
謳
う
私
た
ち
の
行
動

に
隠
さ
れ
た
暴
力
性
を
あ
ら
わ
に
し
、
無
責
任
・
無
思
慮
な
義
憤
に
駆
ら
れ
て
行
動
す

る
こ
と
の
危
険
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
文
章
。

物
語
と
歴
史
の
あ
い
だ　

野
家
啓
一

歴
史
論
《
間
主
観
性
》
４
１
０
０
字

ふ
つ
う
「
歴
史
」
は
社
会
や
国
家
の
共
有
物
で
あ
り
、
個
人
の
「
記
憶
」「
思
い
出
」
と
は

別
個
の
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
そ
れ
ら
を
連
続
的
な
も
の
と
捉
え

る
。「
歴
史
」に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
揺
さ
ぶ
る
文
章
。

清
光
館
哀
史　

柳
田
國
男

民
俗
学
《
民
俗
学
》
９
７
０
０
字

民
俗
学
の
大
家
、柳
田
國
男
は
、旅
の
中
で
何
を
感
じ
、「
記
憶
」を
ど
の
よ
う
に「
記
録
」

し
た
の
か
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
教
材
化
し
た
、
筑
摩
書
房
伝
統
の
定
番
教
材
。

自
分
自
身
を
語
る
た
め
に　

三
木
那
由
他

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
《
権
力
の
不
均
衡
》
５
４
０
０
字

「
私
は
こ
う
思
う
。」「
私
は
こ
う
感
じ
て
い
る
。」
そ
ん
な
こ
と
ば
が
尊
重
さ
れ
な
い
場
面

が
あ
る
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
背
後
に
あ
る
「
権
力
の
不
均
衡
」
を
指
摘
す
る
評
論
。

ラ
ム
ネ
氏
の
こ
と　

坂
口
安
吾

文
学
論
《
翻
訳
》
３
２
０
０
字

当
然
の
よ
う
に
存
在
す
る
事
象
の
背
後
に
は
、
何
か
に
徹
す
る
こ
と
に
生
涯
を
捧
げ
た
名

も
知
れ
ぬ
先
人
が
い
る
は
ず
だ
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
、
人
が
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
読

者
に
淡
々
と
問
い
か
け
る
。
今
こ
の
よ
う
に
世
界
が
あ
る
こ
と
と
人
が
生
き
る
こ
と
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
文
学
者
の
眼
差
し
を
通
し
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
名
教
材
。

難
民
が
問
題
に
な
る
と
き　

伊
豫
谷
登
士
翁

国
際
社
会
論
《
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
》
３
４
０
０
字

現
代
社
会
を
論
じ
る
際
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
テ
ー
マ「
移
民
・
難
民
」
を
、
国
際
社
会
、

歴
史
的
な
変
化
な
ど
、
広
い
視
座
か
ら
論
じ
る
。

思
考
の
誕
生　

蓮
見
重
彦

思
想
論
《
対
話
》
２
４
０
０
字

当
代
き
っ
て
の
舌
鋒
の
鋭
さ
で
知
ら
れ
る
文
芸
・
映
画
評
論
家
に
よ
る
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
に

満
ち
た
思
想
論
。
自
明
視
さ
れ
る
こ
と
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
論
理
を
味
わ
い
た
い
。

主
義
は
広
大
な
る
べ
き
こ
と　

福
沢
諭
吉

啓
蒙
思
想
《「
漢
文
」の
近
代
》
２
２
０
０
字

分
断
・
対
立
の
無
用
を
明
晰
な
文
章
で
説
い
た
、
明
治
を
代
表
す
る
啓
蒙
思
想
家
の
新

聞
論
説
文
。
漢
文
訓
読
体
に
慣
れ
、
そ
の
明
快
さ
を
味
わ
い
た
い
。

異
時
代
人
の
目　

若
桑
み
ど
り

歴
史
論
《
バ
イ
ア
ス
》
１
７
０
０
字

歴
史
学
の
役
割
と
は
、
過
去
と
い
う
膨
大
な
時
間
の
堆
積
を
「
異
時
代
人
の
目
」
を
以
て

整
理
し
、
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
「
真
理
」
を
照
ら
し
出
す
こ
と
―
―
。
人
間
の
「
知
性
」へ

の
希
望
と
、
次
世
代
へ
の
痛
切
な
責
任
を
語
っ
た
教
材
。

巫
女
の
視
点　

大
澤
真
幸

社
会
学
《
構
造
》
５
４
０
０
字

社
会
の
構
造
は
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
遠
野
物
語
」に
描
か
れ
た
「
巫
女
」

の
視
線
を
現
代
社
会
に
投
じ
、
社
会
の
構
造
を
見
通
す
よ
う
促
す
評
論
。

も
の

0

0

と
こ
と

0

0　

木
村 

敏

認
識
論
《
対
象
化
》
５
５
０
０
字

世
界
は
「
も
の
」
と
し
て
見
る
か
、「
こ
と
」
と
し
て
見
る
か
。
認
識
論
で
あ
り
言
語
論
で

あ
り
、
詩
論
で
も
あ
る
、
極
め
て
射
程
の
広
い
評
論
。

「
病
気
」の
向
こ
う
側　

田
中
祐
理
子

医
学
《
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
》
５
８
０
０
字

コ
ロ
ナ
禍
は
す
で
に
過
去
の
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
今
ま
さ
に
私
た
ち
の
生
命
に
関
す
る
認

識
が
更
新
さ
れ
て
いっ
て
い
る
さ
な
か
で
読
み
解
き
た
い
医
学
評
論
。

過
剰
性
と
過
少
性　

佐
伯
啓
思　

贈
与
論
《
資
本
》
４
４
０
０
字

資
本
主
義
は
ど
の
よ
う
な
原
理
で
人
に
経
済
成
長
を
強
制
す
る
の
か
。
貨
幣
と
欲
望
の

考
察
を
通
し
て
思
考
力
を
鍛
え
た
い
。

記
憶
の
満
天　

西
谷 

修

時
間
論
・
認
識
論
《
パ
ー
ス
ペ
ク
ティ
ブ
》
３
６
０
０
字

星
空
に
映
る
の
は
《
現
在
》
で
は
な
く
《
過
去
》
で
あ
り
、《
空
間
》
で
は
な
く
《
時
間
》

で
あ
る
。
星
空
を
見
る
と
き
、
私
た
ち
は
いっ
た
い
何
を
《
見
て
》い
る
の
か
、い
ま
私
た
ち

に
は
何
が
《
見
え
て
》い
る
の
か
。
哲
学
的
な
思
考
へ
誘
う
。

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
観
察　

中
井
久
夫

戦
争
論
《
批
判
》
５
９
０
０
字

人
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
直
面
す
る
の
か
。
冷
静
な
観
察
を
通
し
て
「
戦
争
」
と

「
平
和
」に
つ
い
て
考
察
す
る
、
教
科
書
末
尾
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要
な
問
題
提
起
。

絵
画
は
紙
幣
に
憧
れ
る　

椹
木
野
衣

芸
術
論
《
価
値
》
２
７
０
０
字

「
社
会
」の
中
で
価
値
が
ど
の
よ
う
に
創
出
さ
れ
て
い
く
か
、
筆
者
は
「
絵
画
」と
「
紙
幣
」

の
比
喩
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
近
代
芸
術
の
特
質
を
考
察
す
る
。
模
倣
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
観
点
か
ら
、
美
術
に
限
ら
ず
文
学
作
品
ま
で
広
く
、
価
値
の
創
出
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
教
材
。

真
実
の
百
面
相　

大
森
荘
蔵

認
識
論
《
主
観
／
客
観
》
４
３
０
０
字

私
た
ち
は
物
事
に
は
た
っ
た
一つ
の
「
真
実
」
が
あ
る
と
考
え
が
ち
だ
。
し
か
し
本
当
に
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
認
識
を
根
幹
か
ら
揺
さ
ぶ
る
哲
学
者
の
重
厚
な
評
論
。

貨
幣
共
同
体　

岩
井
克
人

貨
幣
論
《
共
同
体
》
４
１
０
０
字

貨
幣
で
商
品
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
と
て
も
不
安
定
で
不
可
思
議
な
現
象
で
は

な
い
か
。
貨
幣
で
成
り
立
つ
社
会
の
根
源
を
あ
ぶ
り
出
す
。

ピ
ジ
ン
と
い
う
生
き
方　

菅 

啓
次
郎

文
化
論
《
ク
レ
オ
ー
ル
》
３
５
０
０
字

島
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
は
多
言
語
が
出
会
う
場
で
あ
る
。
筆
者
の
ハ
ワ
イ
で
の
経
験

や
言
語
に
関
す
る
考
え
を
綴
っ
た
、
詩
的
な
表
現
が
美
し
い
評
論
。

聞
く
者
た
ち
の
文
学
、
忘
却
に
抗
す
る
た
め
の
会
話　

瀬
尾
夏
美

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
《
ト
ラ
ウ
マ
》
４
７
０
０
字

傷
を
負
っ
た
人
々
の
こ
と
ば
は
、
聞
く
人
を
得
て
初
め
て
語
ら
れ
る
。
聞
く
こ
と
の
難
し

さ
と
豊
か
さ
を
指
摘
し
た
文
章
。
参
考
資
料
の
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ビ
ッ
チ
「
戦
争
は
女
の
顔
を

し
て
い
な
い
」
と
と
も
に
読
み
解
き
た
い
。

模
倣
と「
な
ぞ
り
」　

尼
ケ
崎 

彬

身
体
論
《
身
体
》
４
２
０
０
字

日
本
の
芸
事
に
お
け
る
習
得
の
あ
り
方
を
題
材
に
、
意
識
と
身
体
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
実
践
し
て
き
た
か
を
考
察
し
た
文
章
。

第
2
章

第
1
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
3
章

第
4
章

教
材
の
ポ
イ
ン
ト
◎
第
二
部

※《　

》は
教
科
書
に
掲
載
し
た「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

各単元で主に身につけたい「資質・能力」を示す
アイコンを章ごとにつけてあります。

資質・能力アイコン

単元の目標
教
科
書
の
特
色

◎
単
元
の
目
標
生
徒
一
人
一
人
が
単
元
の
ね
ら
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、主
体
的
に
目
的
を
も
っ
て

学
べ
る
よ
う
、単
元
ご
と
に「
単
元
の
目
標
」を
示
し
て
い
ま
す
。

各単元の「目標」を第一部・第二部の冒頭に提示しました。
単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

1415



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
❶
『
論
理
国
語　

改
訂
版
』の
冒
頭
は
、現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
切
実
に
な
っ
て

き
た「
わ
か
り
あ
え
な
さ
」と
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
。「
論
理
」と「
文
学
」に
分
か
た
れ
よ
う
と

も
、「
国
語
」で
第
一に
学
ぶ
べ
き
は「
こ
と
ば
」の
力
と
限
界
、そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
希
望
で

あ
る
、と
い
う
筑
摩
書
房
編
集
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。（
第
一
部　

第
１
章　

架
橋
す
る
こ
と
ば
）

視点
脚注 身につけたい資質・能力について、

学びの見通しをたてやすくするため、
すべての教材の冒頭に掲載しています。

文章を理解する上で必要な情報を掲載。

脚問

文脈を理解する上でポイントとなる部分は
簡潔な脚問を通して確認。

1617



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

本文フォント

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

重要語句

覚えておきたい熟語や成句・慣用句は
見開きごとに整理しました。

1819



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

主な著作
課題

学習の手引き言語活動

読解 構成

著者紹介の末尾には、より深く学びたい生徒のために、
著者の代表的著作を紹介して、読書活動に配慮しました。

教材の冒頭の「視点」に
対応して、各教材を通じて
身につけたい課題を示しました。

「課題」を元に、取り組みやすい
「構成」「読解」「言語活動」を
示しています。

教材の理解に役立つポイントを、
問いの形式で示しました。

評論の構成を分かりやすく、
問いの形で示しました。

教材を手掛かりにして、教室で
実践できる「言語活動」を
掲示しました。

キ
ー
ワ
ー
ド

教
材
に
即
し
た「
キ
ー
ワ
ー
ド
」を
示
し
ま
し
た
。

重
要
漢
字

本
文
中
の
常
用
漢
字
か
ら
、学
ぶ
べ
き
漢
字
を
選
び
、

本
文
中
の
使
わ
れ
方
以
外
の
熟
語
を
示
し
ま
し
た
。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
❸

◎
お
す
す
め
の
教
材
❷
論
理
学
の
手
法
を
、子
ど
も
が
言
語
を
習
得
し
て
い
く
場
面
に
応
用
し
た
評
論
。

論
理
学
が
決
し
て
机
上
の
論
理
で
は
な
く
、む
し
ろ
私
た
ち
の
生
き
る
世
界
の
解
像
度
を
上
げ
る

ツ
ー
ル
の
一つ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。（
第 

一 

部　

第
８
章　
〈
私
〉を
ひ
ら
く
た
め
に
）

「
環
境
問
題
」は
な
ぜ
起
き
る
の
か
。現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
重
要
な

問
題
を
、具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
丁
寧
に
解
き
明
か
す
評
論
。か
っ
ち
り
と
し
た
評
論
の
読
み
方

が
身
に
つ
き
ま
す
。（
第 

一 

部　

第
９
章　

未
来
を
築
く
）
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

◎『
論
理
国
語 

改
訂
版
』で
学
ぶ
評
論
の
テ
ー
マ

◎
お
す
す
め
の
教
材
❹
「
科
学
」と「
詩
学
」は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
を
筆
者
の
体
験
か
ら
導
き
出
す

評
論
。理
系
か
文
系
か
、進
路
を
選
択
す
る
生
徒
た
ち
に
、「
学
問
」そ
の
も
の
を
俯
瞰
す
る

姿
勢
を
促
し
ま
す
。（
第 

一 

部　

第
１
章　

架
橋
す
る
こ
と
ば
）

こ
の
教
科
書
で
学
ぶ
す
べ
て
の
教
材
を
口
絵
で

チ
ャ
ー
ト
化
し
ま
し
た
。生
徒
の
テ
ー
マ
理
解
に

役
立
ち
ま
す
。小
論
文
対
策
に
も
最
適
で
す
。

link マーク

ink マークのある教材は、インターネット上に参考資料があります。
教科書「凡例」ページの二次元コードもしくは URL を開くと、
小社ホームページの「参考資料一覧」に遷移し、各種参考資料の
リンクが掲載されています。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

論
理
国
語
　
改
訂
版

◎
実
践

◎
羅
針
盤探

究
活
動
に
不
可
欠
な
知
識
や
、活
動
の
手
順
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
ま
す
。

教
材
の
読
解
に
役
立
つ
コ
ラ
ム
を
適
宜
掲
載
し
ま
し
た
。

評
論
と「
山
月
記
」「
こ
こ
ろ
」「
舞
姫
」と
いっ
た
文
学
作
品
と
の
関
連
も
、コ
ラ
ム
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「山月記」「こころ」「夢十夜」「舞姫」などの
本文は二次元コードからダウンロードして
読むことができます。
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古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

①
第
一
部
10
単
元
28
教
材（
う
ち
韻
文
５
本
）、第
二
部
８
単
元
22
教
材（
う
ち
韻
文
４
本
）と

充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

②
原
則
と
し
て
各
単
元
内
の
教
材
配
列
は
易
→
難
へ
。

③
定
番
の
小
説
・
詩
歌
教
材
は
も
ち
ろ
ん
、「
文
学
と
は
何
か
」に
つ
い
て
深
く
思
考
を
巡
ら
せ
、

議
論
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
随
想
・
評
論
教
材
ま
で
幅
広
く
セ
レ
ク
ト
。

④
生
徒
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・
能
力
を
引
き
出
せ
る
奥
の
深
い
教
材
を
厳
選
。

◎
多
様
な
レ
ト
リ
ッ
ク
と
豊
か
な
想
像
力
、人
間
と
こ
と
ば
の
本
質
を
掘
り
下
げ
る「
文
学
的
な

	

文
章
」を
、文
芸
作
品
に
限
定
せ
ず
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
に
採
録
し
ま
し
た
。

◎
大
学
入
試
は
も
ち
ろ
ん
、未
来
を
切
り
開
く
、多
様
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
示
す
文
章
を

	

意
識
的
に
選
択
し
ま
し
た
。

教
材
の
特
徴

①「
第
一
部
」「
第
二
部
」の
冒
頭
に
学
び
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
役
立
つ「
単
元
の
目
標
」と

	

教
材
ご
と
の「
視
点
」を
提
示
。

②
教
材
ご
と
に
学
び
を
深
め
る「
理
解
」と「
表
現
」を
提
示
。

③
教
材
ご
と
に
理
解
の
幅
を
広
げ
る
知
識
や
ヒ
ン
ト
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
コ
ラ
ム

	

「
読
解
の
窓
」を
掲
載
。

④
比
べ
読
み
の
練
習
に
、「
参
考
」の
文
章
を
適
宜
掲
載
。

⑤
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る「
実
践
」を
適
宜
掲
載
。

授
業
を
支
え
る
工
夫

編
集
の
ポ
イ
ン
ト

安
藤　

宏	

東
京
大
学
名
誉
教
授

門
屋　

敦	

東
大
寺
学
園
中
・
高
等
学
校
教
諭

紅
野
謙
介	

日
本
大
学
名
誉
教
授

河
野
龍
也	

東
京
大
学
准
教
授

五
味
渕
典
嗣	

早
稲
田
大
学
教
授

清
水
良
典	

文
芸
評
論
家
・
愛
知
淑
徳
大
学
名
誉
教
授

関
口
隆
一	

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭

橘　

直
弥	

灘
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

中
谷
い
ず
み	

二
松
学
舎
大
学
教
授

服
部
徹
也	

東
洋
大
学
准
教
授

松
田
顕
子	

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

森　

大
徳	

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭

吉
田　

光	

郁
文
館
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

文
学
国
語 

改
訂
版　

編
集
委
員

文
国
1
4
3
︲
9
0
1
／
A
５
判
・
4
8
0
頁

良
質
な
小
説
・
詩
歌
か
ら
、文
学
を
深
く
掘
り
下
げ
る

評
論
・
随
想
ま
で
、こ
と
ば
の
本
質
を
問
、人
文
知
の
扉
を
開
く
、

筑
摩
書
房
全
力
投
球
の
国
語
教
科
書
。

文
学
国
語
改
訂
版

　「
文
学
」
を
国
語
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
べ
き
か
、
従
来
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
情
操
教
育
の
一
環

と
し
て
、
言
語
運
用
能
力
の
育
成
と
区
別
す
る
立
場

も
あ
り
ま
す
が
、
筑
摩
書
房
の
教
科
書
は
一
貫
し
て

そ
の
逆
、
つ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
と
文
学
教
育
と
を
不
可
分
の
も
の
と
考
え
る
立
場

を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
「
文
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
歴
史
的
に

は
文
字
で
書
か
れ
た
学
問
の
全
て
を
指
す
総
称
で
あ

り
、
こ
の
語
が
狭
い
意
味
で
の
言
語
芸
術
の
名
称
と

し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
も
後
半

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
近
年
、
人
文
科
学

の
世
界
で
は
こ
う
し
た
反
省
か
ら
あ
ら
た
め
て
こ
れ

を
広
く
文
化
全
体
の
中
で
捉
え
直
そ
う
と
す
る
動
き

が
一
般
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
、
本
教
科
書
も
ま
た
、
旧
来
の
狭
い
「
文
学
」

概
念
か
ら
の
脱
却
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
言
葉
は
、
人
間
の
想
像
力
が
発
動
す
る
す
べ
て
の

出
発
点
で
す
。
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
貧
富
の
差

な
ど
に
よ
っ
て
世
界
の
分
断
が
進
む
中
で
、
さ
ら
に

は
ネ
ッ
ト
社
会
固
有
の
孤
独
な
状
況
が
す
す
む
中
で
、

異
質
な
他
者
や
世
界
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
「
人
文
知
」
は
今
日
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を

増
し
て
お
り
、「
文
学
」
は
ま
さ
に
そ
の
中
核
を
な

す
も
の
で
す
。
文
学
教
材
は
決
し
て
「
博
物
館
の
陳

列
ケ
ー
ス
」
の
中
に
あ
る
過
去
の
文
化
財
と
し
て
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
現
代
社
会

を
生
き
抜
い
て
い
く
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
知
恵

の
泉
な
の
で
す
。

　
今
回
の
わ
れ
わ
れ
の
提
案
を
、
本
来
あ
る
べ
き

「
国
語
」
の
姿
と
し
て
、
積
極
的
な
ご
支
持
を
頂
け

れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ
る
幸
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
大
学
名
誉
教
授　

安
藤　

宏

編
集
委
員
の
こ
と
ば
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語

◎
教
材
数
は
、第
一
部
10
単
元
・
28
本（
う
ち
韻
文
は
5
本
）

◎
バ
ラ
エ
ティ
豊
か
な
ジ
ャン
ル
か
ら
構
成
。

目
次

改
訂
版

すべての教材に生徒の興味関心の幅を広げ、
理解を深める「読解の窓」を示しました。

比べ読みに最適な「参考」教材。

定
番

定
番 新 新新新

「人文知」としての文学の本質を探究する
文学評論も多数掲載。

新しい小説や、長めの小説も取り上げました。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

近代の文学評論・小説から、現代におけることばのありかたを追究する
文学評論・随想・小説まで幅広く掲載。

◎
第
二
部
の
教
材
は
８
単
元
22
本

目
次

文
学
国
語
改
訂
版

主体的な学びを助ける探究活動例としての「実践」。

文学の可能性やその豊かさを示す
文章も多数掲載しました。

新新新新新新
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

教
材
の
ポ
イ
ン
ト

ア
イ
オ
ワ
の
玉
葱　

長
田　

弘　

３
１
０
０
字

言
葉
は
単
な
る
道
具
で
は
な
く
、
思
考
や
感
情
を
作
り
出
す
枠
組
み
そ
の
も
の
で
も
あ

る
。
母
語
と
外
国
語
を
比
較
す
る
中
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
。
自
分
と
自
文
化
を
自

明
視
せ
ず
、
己
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
教
材
。

情
報
の
彫
刻　

原　

研
哉　

２
４
０
０
字

電
子
書
籍
や
電
子
教
科
書
な
ど
、メ
デ
ィ
ア
の
非
物
質
化
が
進
む
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

「
紙
」の
書
籍
の
魅
力
が
一
層
生
き
て
く
る
こ
と
を
簡
潔
明
快
に
説
明
。「
電
子
メ
ディ
ア
／

紙
と
い
う
メ
ディ
ア
」
と
い
う
簡
単
な
対
比
で
「
二
項
対
立
」
論
構
造
も
学
べ
る
。

異
な
り
記
念
日　

斎
藤
陽
道　

３
５
０
０
字

多
様
な
背
景
を
持
つ
他
者
と
ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
触
れ
合
う
か
。
先
天
性
の
感
音
性
難

聴
を
持
つ
筆
者
の
経
験
を
、
親
し
み
や
す
い
文
体
で
追
体
験
し
な
が
ら
、
根
の
深
い
社
会

問
題
へ
と
考
え
が
深
ま
る
教
材
。

山
月
記　

中
島　

敦　

６
０
０
０
字

虎
に
変
身
す
る
、と
い
う
フィ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
人
間
の
自
我
を
め
ぐ
る
葛
藤
が
描
か

れ
る
。
会
話
文
や
心
理
描
写
な
ど
多
様
な
着
眼
点
か
ら
、
小
説
を
読
み
解
く
楽
し
み
を

幾
重
に
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
定
番
か
つ
新
た
な
発
見
も
得
ら
れ
る
小
説
教
材
。

神
様　

川
上
弘
美　

３
５
０
０
字

近
所
に
「
く
ま
」
が
引
っ
越
し
て
き
た
と
い
う
寓
話
的
な
題
材
を
通
じ
て
、
異
質
な
他
者

と
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
短
編
小
説
。
著
者
は
二
〇
一一
年
の
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
細
部
を
緻
密
に
書
き
換
え
た
「
神
様
２
０
１
１
」
も
発
表
し
た
。
本
教
科
書
に
は

こ
ち
ら
も
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
、
比
べ
読
み
が
で
き
る
。

実
体
の
美
と
状
況
の
美　

高
階
秀
爾　

３
２
０
０
字

西
洋
と
東
洋
の
美
意
識
の
違
い
、
美
意
識
の
中
に
潜
む
文
化
的
な
基
準
を
、
歴
史
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
具
体
例
か
ら
あ
ぶ
り
出
す
。
文
学
や
美
術
な
ど
豊
富
な
痕
跡
を
た
ど
り
、
比

較
文
化
論
の
入
り
口
と
し
て
も
親
し
め
る
教
材
。

メ
デ
ィ
ア
と
倫
理　

和
田
信
一
郎　

２
７
０
０
字

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
題
材
に
、
報
道
写
真
と
、
同
じ
出
来
事
が
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
た
場
合
と

の
差
異
の
中
か
ら
、
テ
レ
ビ
視
聴
者
に
固
有
の
倫
理
的
な
ジ
レ
ン
マ
を
導
き
出
す
。
多
様

死
者
の
声
を
運
ぶ
小
舟　

小
川
洋
子　

３
９
０
０
字

人
々
が
打
ち
の
め
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
る
悲
劇
を
前
に
、「
文
学
」
は
ど
の
よ
う
な
力
を
持

ち
得
る
の
か
。
自
身
も
小
説
家
で
あ
る
筆
者
は
、
死
者
の
声
、
声
に
な
ら
な
い
声
を
伝
え

続
け
る
文
学
作
品
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
に
可
能
性
を
見
い
だ
す
。
文
学
作
品
を
読

み
進
め
る
上
で
、
羅
針
盤
と
な
る
教
材
。

空
と
風
と
星
と
詩　

茨
木
の
り
子　

４
３
０
０
字

筑
摩
書
房
独
自
の
定
番
教
材
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
で
、
特
別
高
等
警
察
に
反

乱
分
子
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
獄
死
し
た
韓
国
の
青
年
詩
人
「
尹ユ
ン

東ド
ン

柱ジ
ュ

」の
詩
を
、
同
じ

く
詩
人
の
茨
木
の
り
子
が
哀
悼
を
こ
め
て
振
り
返
る
。

建
築
論
ノ
ー
ト　

松
山　

巌　

３
２
０
０
字

生
活
を
営
ん
で
き
た
建
物
を
容
易
に
壊
し
て
は
作
り
直
す
、
と
い
う
姿
勢
は
、
私
た
ち

人
間
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
。
ト
マ
ス
・
ハ
ー
ディ
の
詩
の
引
用
、
そ
し
て
比
喩
と
レ
ト
リ
ッ

ク
を
駆
使
し
て
、
そ
の
破
滅
性
を
読
み
手
に
訴
え
る
、
文
学
的
な
評
論
教
材
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
膜
を
破
っ
て　

梨
木
香
歩　

３
２
０
０
字

周
り
の
情
報
を
遮
断
し
て
個
々
人
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
様
子
を
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
膜
」

と
い
う
比
喩
で
表
現
し
、
そ
れ
が
破
れ
て
感
情
が
伝
わ
り
合
う
喜
び
を
、ス
ト
ー
リ
ー
・

テ
ラ
ー
と
し
て
定
評
の
あ
る
小
説
家
が
軽
妙
な
語
り
口
で
綴
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
熱　

川
上
未
映
子　

３
９
０
０
字

小
説
の
中
に
描
か
れ
た
人
間
関
係
を
解
く
鍵
は
、こ
と
ば
一つ
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と
だ
。

会
話
、
情
景
描
写
、
行
動
、
表
情
。こ
の
こ
と
ば
か
ら
何
を
読
み
取
る
か
。
教
室
で
話
し

合
い
た
い
巧
緻
な
現
代
小
説
。

鞄　

安
部
公
房　

２
６
０
０
字

「
青
年
」
と
「
私
」
が
や
り
取
り
す
る
「
鞄
」
と
は
、一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
。
読
み
手

の
常
識
を
揺
さ
ぶ
る
寓
意
的
な
展
開
に
、
生
徒
た
ち
の
想
像
力
が
大
き
く
膨
ら
む
短
編

小
説
。
創
作
や
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
材
に
も
ぴ
っ
た
り
。

詩
歌

必
ず
知
っ
て
お
き
た
い
名
詩
歌
選
。「
小
景
異
情
」（
室
生
犀
星
）「
サ
ー
カ
ス
」（
中
原
中

也
）「
永
訣
の
朝
」（
宮
沢
賢
治
）
と
、
近
現
代
短
歌
、「
死
に
た
ま
ふ
母
」（
斎
藤
茂
吉
）

沈
黙
の
種
子　

小
池
昌
代　

１
９
０
０
字

饒
舌
に
語
る
こ
と
だ
け
が
人
の
心
を
動
か
す
も
の
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
を
、
日
常
の
中

に
ひ
そ
む
「
詩
」の
こ
と
ば
か
ら
学
ぶ
。

化
物
の
進
化　

寺
田
寅
彦　

４
９
０
０
字

「
化
物
が
な
い
と
思
う
の
は
か
え
っ
て
本
当
の
迷
信
で
あ
る
」
と
す
る
、一
見
す
る
と
意
味

の
通
ら
な
い
主
張
を
、
筆
者
は
科
学
的
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
い
て
鮮
や
か
な
逆
説
へ
と

仕
上
げ
て
い
く
。
物
理
学
者
と
し
て
有
名
な
一
方
、
数
多
く
の
随
筆
も
残
し
て
き
た
筆
者

の
思
考
の
特
異
な
痕
跡
が
垣
間
見
え
る
教
材
。

文
学
の
仕
事　

加
藤
周
一　

３
５
０
０
字

社
会
に
あ
っ
て
、「
文
学
」
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
。
筆
者
が
繰
り
出
す
具
体
例

は
そ
れ
だ
け
で
も
面
白
い
が
、
そ
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
文
学
の
意
義
に
つ
い
て
の
論
考

は
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
現
代
社
会
に
こ
そ
響
い
て
く
る
。
読
み
終
え
る
前
と
後

で
、
創
作
物
に
対
す
る
見
方
が
一
変
す
る
こ
と
請
け
合
い
の
教
材
。

捨
て
な
い
女　

多
和
田
葉
子　

３
５
０
０
字

ゴ
ミ
と
格
闘
す
る
「
わ
た
し
」の
姿
を
描
く
、一
見
突
拍
子
も
な
い
物
語
だ
が
、
文
章
内

の
多
様
な
言
葉
遊
び
か
ら
筆
者
の
創
造
力
と
言
葉
へ
の
熱
い
思
い
を
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
る
、
類
を
見
な
い
短
編
小
説
。
海
外
で
も
注
目
さ
れ
る
筆
者
の
世
界
観
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

魂
込
め（
ま
ぶ
い
ぐ
み
）　

目
取
真
俊　

１
４
３
０
０
字

「
魂
（
ま
ぶ
い
）
」
を
落
と
し
た
者
に
そ
れ
を
戻
し
て
や
る
「
魂
込
め
（
ま
ぶ
い
ぐ
み
）
」

を
軸
に
、
沖
縄
の
戦
争
の
記
憶
、
そ
し
て
そ
れ
が
現
在
ま
で
地
続
き
で
あ
る
こ
と
を
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
描
く
。
沖
縄
出
身
で
、
方
言
を
用
い
た
小
説
を
書
き
続
け
る
筆

者
だ
か
ら
こ
そ
表
現
で
き
る
、
方
言
と
標
準
語
と
が
絡
み
合
っ
た
胸
を
打
つ
小
説
教
材
。

な
メ
ディ
ア
か
ら
情
報
を
受
け
取
る
今
、
本
教
材
が
、
情
報
発
信
媒
体
へ
の
批
評
的
な
想

像
力
を
獲
得
す
る
契
機
と
な
る
だ
ろ
う
。

真
ん
中
な
る
／
な
ら
ざ
る
風
景　

李　

琴
美　

２
３
０
０
字

台
湾
出
身
で
、
日
本
語
で
小
説
を
書
き
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
あ
る
と
い
う
筆
者
。

そ
れ
は「
真
ん
中
」つ
ま
り
、中
間
、境
界
の
属
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、し
か
し
、

「
真
ん
中
」
で
な
い
人
な
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
は
「
真
ん
中
な
ら
ざ
る
場
所
」
と
の

行
き
来
は
不
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
必
須
の
視
点
。

バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
の
政
治
学　

今
福
龍
太　

２
８
０
０
字

一つ
の
道
路
標
識
の
背
後
に
潜
む
複
数
の
境
界
線
に
つ
い
て
、
筆
者
独
自
の
着
眼
点
か
ら

鋭
く
分
析
す
る
。
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
絶
好
の
教
材
。

記
号
論
と
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ　

立
川
健
二　

２
８
０
０
字

事
物
の
自
明
性
を
疑
い
、
世
界
が
記
号
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
筆
者
は
具
体
例
を
用
い
て
明
瞭
に
指
摘
す
る
。
詩
や
漫
画
な
ど
身
近
な
事
例
を
持

ち
寄
っ
て
、
筆
者
の
説
く
「
記
号
論
」
を
体
得
す
る
授
業
へ
と
展
開
で
き
る
教
材
。

金
繕
い
の
景
色　

藤
原
辰
史　

６
６
０
０
字

器
を
長
く
愛
用
す
る
た
め
欠
け
や
ひ
び
を
少
し
ず
つ
修
繕
し
、
と
き
に
修
繕
痕
も
慈
し

み
の
対
象
と
す
る
金
繕
い
の
手
法
は
、
新
品
に
覆
わ
れ
た
現
代
社
会
を
省
み
る
糸
口
に
な

る
。
筆
者
の
豊
か
な
発
想
と
有
機
的
な
主
張
の
展
開
に
、
目
が
開
か
れ
る
教
材
。

こ
こ
ろ　

夏
目
漱
石　

２
０
３
０
０
字

言
わ
ず
と
知
れ
た
定
番
の
小
説
教
材
。
自
己
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
苦
闘
し
て
き
た

近
代
と
い
う
時
代
を
色
濃
く
映
し
出
し
た
こ
の
小
説
は
、
し
か
し
現
代
に
も
通
じ
る
普

遍
的
な
魅
力
を
放
っ
て
読
み
手
の
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
直
後
に
掲
載
し
た
「
私
の
個
人
主

義
」
と
併
せ
て
読
み
解
き
た
い
。
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第
二
部

文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

教
材
の
ポ
イ
ン
ト

言
葉
の
あ
い
だ
の
言
葉　

柴
崎
友
香　

２
３
０
０
字

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
飛
び
交
う
雑
駁
な
こ
と
ば
の
応
酬
や
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
軋
轢
。

現
代
の
高
校
生
の
多
く
は
、
そ
の
痛
み
を
体
験
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
他
者
へ
の
想
像
力
を

鍛
え
る
た
め
に
「
文
学
」
を
学
ぶ
意
義
を
第
二
部
の
冒
頭
で
確
認
し
た
い
。

小
説
と
は
何
か　

三
島
由
紀
夫　

２
４
０
０
字

『
遠
野
物
語
』
が
持
つ
、「
あ
、こ
こ
に
小
説
が
あ
っ
た
」
と
言
わ
し
め
る
魅
力
と
は
何
か
。

実
体
験
の
よ
う
な
感
銘
を
与
え
る
小
説
の
魅
力
を
、
短
い
文
章
の
中
に
凝
縮
さ
せ
た
名

文
。

陰
翳
礼
讃　

谷
崎
潤
一
郎　

３
３
０
０
字

長
く
愛
さ
れ
る
定
番
教
材
。
日
本
の
伝
統
文
化
は
、
意
識
せ
ず
に
料
理
と
器
、
器
と
そ
の

空
間
と
の
調
和
を
追
究
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。モ
ノ
と
人
間
と
の
関
係
と
い
う
角
度

か
ら
、
日
本
文
化
を
見
直
す
。

舞
姫　

森　

鷗
外　

１
６
０
０
０
字

大
定
番
教
材
。
書
か
れ
た
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、
物
語
の
展
開
は
も
ち
ろ
ん
、
語
り
の

時
制
や
文
体
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
小
説
と
一
線
を
画
し
た
実
験
性
に
富
ん
だ
書
き
ぶ
り
で

あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

女
の
子
た
ち
風
船
爆
弾
を
つ
く
る　

小
林
エ
リ
カ　

４
２
０
０
字

第
二
次
世
界
大
戦
時
、
女
子
生
徒
た
ち
が
東
京
宝
塚
劇
場
で
風
船
爆
弾
を
つ
く
っ
た
と

い
う
史
実
か
ら
、
戦
時
下
の
青
春
を
小
説
の
形
で
生
き
生
き
と
描
き
出
す
。
小
説
と
い
う

表
現
の
持
つ
力
を
味
わ
う
。

確
か
に
そ
う
い
う
時
間
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と　

堀
江　

栞　

２
１
０
０
字

つ
ら
い
体
験
を
昇
華
さ
せ
た
芸
術
の
力
を
、
豊
か
な
比
喩
表
現
で
伝
え
る
エ
ッ
セ
イ
。

日
本
文
化
私
観　

坂
口
安
吾

文
化
と
は
、い
ま
、
人
間
が
生
き
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
坂
口
安
吾
に
よ
る
痛

快
な
日
本
文
化
論
。

無
常
と
い
う
こ
と　

小
林
秀
雄　

２
４
０
０
字

歴
史
を
「
上
手
に
思
い
出
す
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
近
代
文
学
に
お
い
て
批
評
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
著
者
に
よ
る
、
鮮
や
か
な
筆
致
で
読
み
手
を
思
索
へ
と
誘
う
教

材
。
著
者
な
ら
で
は
の
表
現
を
一つ
一つ
丁
寧
に
読
み
取
っ
て
い
き
た
い
。

骨
と
ま
ぼ
ろ
し　

真
木
悠
介　

２
９
０
０
字

メ
キ
シ
コ
を
題
材
に
、
固
有
の
「
社
会
」
が
持
つ
独
自
性
を
「
メ
ン
ティ
ー
ラ
」（
う
そ
）
と

「
カ
ラ
ベ
ラ
」（
が
い
こ
つ
）
と
い
う
記
号
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
文
化
論
。
異
文
化
の
考
察

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
著
者
独
特
の
想
像
の
広
が
り
に
、
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
る
。

あ
る〈
共
生
〉の
経
験
か
ら　

石
原
吉
郎　

５
０
０
０
字

シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
験
し
た
詩
人
に
よ
る
凄
烈
な
回
想
録
。
極
限
状
態
に
お
い
て
、
他
者

の
存
在
が
憎
悪
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
存
に
不
可
欠
な
伴
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が

切
々
と
語
ら
れ
る
。
想
像
し
え
な
い
も
の
を
、
そ
れ
で
も
自
分
に
寄
せ
て
思
い
め
ぐ
ら
す

こ
と
の
重
要
さ
を
、
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
教
材
。

詩
歌

新
し
い
表
現
に
挑
戦
し
続
け
る
現
代
詩
か
ら
、「
無
題
」（
吉
原
幸
子
）「
旅
情
」（
石
垣

り
ん
）「
N
森
林
公
園
の
冬
」（
北
村
太
郎
）
と
俳
句
。

鈴
虫
の
間
、
ぼ
く
の
六
畳
間　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド　

１
９
０
０
字

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
日
本
語
で
創
作
活
動
を
行
う
詩
人
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
。「
間
」
と
い

う
一
語
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

藤
野
先
生　

魯　

迅　

４
７
０
０
字

中
国
か
ら
日
本
へ
と
留
学
し
孤
独
の
中
に
い
た
著
者
に
、
期
待
を
寄
せ
て
く
れ
た
一
人
の

日
本
人
教
員
。
そ
の
記
憶
は
著
者
に
と
っ
て
、
後
々
ま
で
困
難
を
生
き
る
糧
と
な
っ
た
。

当
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
読
み
を
深
め
て
い
き
た
い
、
定
番
の
小
説
教
材
。

砲
撃
の
あ
と
で　

三
木　

卓　

９
６
０
０
字

植
民
地
の
旧
満
州
か
ら
引
き
上
げ
る
瞬
間
を
少
年
の
視
線
で
書
い
た
小
説
。
今
な
お
、

戦
地
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
現
代
に
お
い
て
、
あ
ら
た
に
読
み
直
し
た
い
名
作
。

寛
容
は
自
ら
を
守
る
た
め
に
不
寛
容
に
対
し
て
不
寛
容
に
な
る
べ
き
か　

渡
辺
一
夫　

３
１
０
０
字

一
九
五
一
年
に
発
表
さ
れ
た
文
章
だ
が
、こ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
「
寛
容
を
説
く
精
神
」の

意
義
は
、
時
間
を
経
て
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
高
校
卒
業
を
間

近
に
控
え
た
時
期
に
、
触
れ
る
価
値
の
あ
る
教
材
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
定
義　

大
江
健
三
郎　

５
４
０
０
字

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」と
い
う
言
葉
に
は
、「
優
勝
者
」「
選
手
権
保
持
者
」と
い
う
意
味
の
他
に
、

「
闘
う
こ
と
の
で
き
な
い
誰
か
の
代
わ
り
に
、
そ
の
支
持
者
・
擁
護
者
と
し
て
闘
う
者
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
。ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
著
者
が
、
そ
の
定
義
を
再
発
見

す
る
こ
と
に
な
っ
た
あ
る
事
件
を
語
る
、
奥
深
い
随
想
。

隠
れ
ん
坊
の
精
神
史　

藤
田
省
三　

３
４
０
０
字

お
と
ぎ
話
と
隠
れ
ん
坊
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
誰
に
と

っ
て
も
身
近
な
テ
ー
マ
だ
が
、
深
い
思
索
と
重
厚
な
語
り
口
で
、
本
質
を
突
い
て
い
く
展
開

は
圧
巻
。

水
仙　

太
宰
治　

１
１
５
０
０
字

「
自
身
の
才
能
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
天
才
の
悲
劇
」
を
描
い
た
、
著
者
な
ら
で

は
の
テ
ー
マ
と
文
体
が
楽
し
め
る
小
説
。
単
な
る
「
天
才
」
論
で
は
な
く
、
誰
に
も
通
じ

る
普
遍
的
な
テ
ー
マ（
自
己
の
「
本
分
」
と
は
何
か
を
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
悩
む
思
春
期
特

有
の
苦
悩
）
を
扱
っ
て
い
る
点
で
も
、
生
徒
た
ち
の
心
を
動
か
せ
る
は
ず
。

王
国　

津
村
記
久
子　

９
５
０
０
字

幼
児
の
持
つ
、
大
人
が
思
い
も
及
ば
な
い
ほ
ど
の
豊
か
な
想
像
力
の
広
が
り
を
、
太
宰
治

賞
出
身
の
著
者
が
生
き
生
き
と
描
き
だ
す
。
物
語
を
生
み
出
す
と
い
う
行
為
が
人
間
に

と
っ
て
あ
る
種
の
救
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
小
説
教
材
。

第
2
章

第
1
章

第
5
章

第
6
章

第
8
章

第
7
章

第
3
章

第
4
章
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

教
科
書
の
特
色

◎
単
元
の
目
標

単元の目標

各単元で主に身につけたい「資質・能力」を示す
アイコンを章ごとにつけてあります。

資質・能力アイコン

各単元の「目標」を第一部・第二部の冒頭に提示しました。
単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

生
徒
一
人
一
人
が
単
元
の
ね
ら
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、主
体
的
に
目
的
を
も
っ
て

学
べ
る
よ
う
、単
元
ご
と
に「
単
元
の
目
標
」を
示
し
て
い
ま
す
。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
❶
現
代
作
家
が
放
つ
、文
学
の
持
つ「
力
」と「
役
割
」を
問
う
文
章
。

「
文
学
国
語
」を
学
ぶ
意
義
に
ま
で
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
第 

一 

部　

第
６
章　

過
去
と
の
対
話
）

身につけたい資質・能力について、学びの見通しを立てやすくするため、
すべての教材の冒頭に掲載しています。文章を理解する上で必要な情報を掲載。

覚えておきたい熟語や成句・
慣用句は見開きごとに整理。

視点
脚注

重要語句

本文フォント

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
採用しています。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

文脈を理解する上でポイントとなる部分は、
簡潔な脚問を通して確認。

脚問

主な著作

著者紹介の末尾には、より深く学びたい生徒のために、著者の
代表的著作を紹介して、読書活動に配慮しました。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
❷
文
学
を
通
し
て
、思
考
を
深
め
、世
界
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
。

渡
辺
一
夫
の
こ
の
文
章
こ
そ
、「
文
学
国
語
」と
し
て
読
み
解
く
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
で
す
。

（
第
二
部　

第
８
章　

未
来
を
問
う
）

『文学国語　改訂版』の学習に必要な知識や、主体的・対話的で
深い学びへと誘う解説を掲載しました。

読解の窓

学習の手引き重要漢字

「理解」「表現」の二項目に分けて、
本文の理解を補助します。

本文中の常用漢字より、重要な
漢字は、教材ごとに整理。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

文
学
国
語
　
改
訂
版

◎
実
践
・
小
説
の
ポ
イ
ン
ト

◎
お
す
す
め
の
教
材
❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
膨
大
な「
こ
と
ば
」が
飛
び
交
い
、こ
と
ば
の
軋
轢
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
、「
遅
い
こ
と
ば
」を「
聴
く
」と
い
う
態
度
を
提
案
す
る
文
章
。国
語
と
い
う

教
科
こ
そ
、「
遅
い
こ
と
ば
」を
噛
み
し
め
る
時
間
に
し
た
い
。（
第
二
部　

第
１
章　

物
語
が
生
ま
れ
る
場
所
）

「
実
践
」で
は
探
究
活
動
に
不
可
欠
な
知
識
や
、活
動
の
手
順
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
ま
す
。ま
た
、小
説
を
理
解
す
る
コ
ツ
を
ま
と
め
た

「
小
説
の
ポ
イ
ン
ト
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

link マーク

link マークのある教材は、インターネット上に参考資料があります。
教科書「凡例」ページの二次元コードもしくは URL を開くと、
小社 HP の「参考資料一覧」に遷移し、各種参考資料けのリンクが
掲載されています。
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

山
形
大
学
教
授　

三
上
英
司（
漢
文
編
）

編
集
委
員
の
こ
と
ば

　
揺
る
が
な
い
こ
と
ば
に
触
れ
る
機
会
を

作
り
た
い
、『
古
典
探
究
　
漢
文
編
　
改

訂
版
』
の
作
成
に
携
わ
っ
た
者
一
同
の
思

い
は
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
目
前
の
要
求

に
右
往
左
往
す
る
度
合
い
が
増
加
す
る
現

代
社
会
で
、
自
ら
の
精
神
的
安
定
を
確
保

し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
確

固
た
る
自
我
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
二
千
年
を
超
え
る
時
代
の
変
化
に

も
流
さ
れ
ず
、
現
代
に
普
遍
的
な
真
理
を

伝
え
る
こ
と
ば
た
ち
は
、
自
己
を
形
成
す

る
途
上
に
あ
る
高
校
生
に
と
っ
て
、
自
ら

を
映
し
出
す
明
鏡
と
な
り
、
自
ら
の
航
路

を
確
認
す
る
灯
台
と
も
な
り
ま
す
。
古
典

文
学
の
役
割
が
現
代
以
上
に
重
要
性
を
持

っ
た
時
代
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。

　
本
教
科
書
で
は
、
高
校
生
の
方
々
の
学

び
が
自
覚
的
に
進
む
よ
う
に
「
単
元
の
目

標
」
の
項
で
、
具
体
的
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
ベ
ー
ス
の
学
習
目
標
を
明
示
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
目
標
達
成
の
た
め
に
各
単
元
に

配
置
し
た
教
材
群
は
、
奇
を
衒
う
こ
と
な

く
、
高
い
評
価
の
定
ま
っ
た
「
古
典
中
の

古
典
」
を
選
び
ま
し
た
。
学
習
者
の
皆
さ

ん
が
、
変
転
激
し
い
社
会
で
こ
そ
価
値
を

増
す
揺
る
が
ぬ
こ
と
ば
の
力
に
触
れ
、
自

ら
の
感
性
を
広
げ
、
思
考
力
を
高
め
、
効

果
的
な
表
現
力
を
磨
く
機
会
と
し
て
、
本

『
古
典
探
究
　
漢
文
編
　
改
訂
版
』
を
活

用
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
切
望
し
て
お
り

ま
す
。

　
古
典
が
私
た
ち
に
と
っ
て
意
義
を
持

つ
の
は
、
現
在
と
は
異
な
る
そ
の
独
自

性
と
、
現
在
に
も
深
く
つ
な
が
っ
て
く

る
普
遍
性
の
ゆ
え
で
あ
る
。
古
典
学
習

に
お
い
て
は
、
何
よ
り
も
こ
の
両
面
を

意
識
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
古
典
の
こ
と
ば
そ
の
も
の

の
力
を
感
受
し
つ
つ
、
作
品
世
界
の
投

げ
か
け
る
も
の
に
深
く
思
考
を
め
ぐ
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
良
質
の
教
材

が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。「
古
典
探
究
」

は
名
称
ど
お
り
一
段
と
深
く
古
典
の
世

界
を
「
探
究
」
す
る
も
の
と
捉
え
、
従

来
支
持
を
受
け
て
き
た
定
番
教
材
や
構

成
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
掘
り
下
げ
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
一

方
、
意
欲
的
に
新
し
い
教
材
も
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
「
探
究
」
に
ふ

さ
わ
し
い
幅
広
さ
も
獲
得
で
き
る
よ
う
、

種
々
工
夫
し
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
も
、

筑
摩
書
房
編
集
委
員
会
で
は
、
単
な
る

古
文
の
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
古

典
の
世
界
を
深
く
広
く
把
握
で
き
る
よ

う
な
教
科
書
作
り
を
お
こ
な
っ
て
き
た

が
、
そ
う
し
た
革
新
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が
豊
か
な
古
典

の
世
界
に
分
け
入
る
良
質
の
手
引
き
を

作
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
る
。

東　

俊
也	

武
蔵
高
等
学
校
中
学
校
教
諭

井
島
正
博	

東
京
大
学
名
誉
教
授

大
橋
賢
一	

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
教
授

小
田
健
太	

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
教
諭

木
下
華
子	

東
京
大
学
准
教
授

高
田
祐
彦	

青
山
学
院
大
学
教
授

千
野
浩
一	

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
・
高
等
学
校
教
諭

三
上
英
司	

山
形
大
学
教
授

吉
田
幹
生	

成
蹊
大
学
教
授

①
使
い
や
す
い
古
文
編
・
漢
文
編
の
分
冊
構
成
。

②
古
文
編
は
第
一
部（
９
単
元
・
散
文
49
教
材
・
和
歌
39
首
・
連
歌
８
句
・
発
句
12
句
）、

	

第
二
部（
10
単
元
・
散
文
40
教
材
）、

	

漢
文
編
は
第
一
部（
７
単
元
・
散
文
22
教
材
・
漢
詩
12
首
）、

	

第
二
部（
７
単
元
・
散
文
25
教
材
・
漢
詩
８
首
）と
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

教
材
の
特
徴

①「
第
一
部
」「
第
二
部
」の
冒
頭
に
学
び
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
に
役
立
つ「
単
元
の
目
標
」と

教
材
ご
と
の「
視
点
」を
提
示
。

②
教
材
ご
と
に
学
び
を
深
め
る「
理
解
」と「
表
現
」を
提
示
。

③
比
べ
読
み
の
練
習
に
、「
参
考
」の
文
章
を
適
宜
掲
載
。

④
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る「
実
践
」を
適
宜
掲
載
。

授
業
を
支
え
る
工
夫

◎
古
典
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
必
須
の
教
材
を
柱
と
し
、さ
ら
に
探
究
を
深
め
る
工
夫
を

凝
ら
し
ま
し
た
。

◎
生
徒
の
興
味
関
心
を
広
げ
、先
生
方
の
教
材
選
択
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、

	

豊
富
な
教
材
数
を
収
録
し
ま
し
た
。

編
集
の
ポ
イ
ン
ト

古
典
探
究 

改
訂
版　

編
集
委
員

古
探
1
4
3
︲
9
0
1
／
A
５
判
・
3
2
0
頁　

古
探
1
4
3
︲
9
0
2
／
A
５
判
・
1
9
2
頁

古
典
が
培
う
普
遍
的
な
こ
と
ば
の
力
強
さ
と
繊
細
さ
に

目
を
開
か
せ
る「
探
究
」の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
と
革
新
の

古
典
教
材
。

古
典
探
究
改
訂
版

青
山
学
院
大
学
教
授　

高
田
祐
彦（
古
文
編
）
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文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

長さも、難易度においてもバラエティ豊かな教材を多数収録。

◎
古
文
教
材
は
、第
一
部
９
単
元
・
散
文
49
教
材
・

　

和
歌
39
首
・
連
歌
８
句
・
発
句
12
句
。

◎
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
。

目
次

古
典
探
究
改
訂
版

新

古文の理解を深める探究活動例としての「実践」。 古文の理解を深めるコラム。

古
文
編

5051



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
第
二
部
、散
文
教
材
40
本

目
次

古
典
探
究
改
訂
版

『源氏物語』の解釈に踏み込んだ現代評論。

比べ読みに最適な【参考】教材。

古
文
編

新新

5253



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

教
科
書
の
特
色

◎
単
元
の
目
標
生
徒
一
人
一
人
が
単
元
の
ね
ら
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、主
体
的
に
目
的
を
も
っ
て

学
べ
る
よ
う
、単
元
ご
と
に「
単
元
の
目
標
」を
示
し
て
い
ま
す
。

単元の目標

各単元の「目標」を第一部・第二部の冒頭に提示しました。
単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

5455



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
（
古
文
編
①
）
『
源
氏
物
語
』は
、主
要
な
場
面
を
中
心
に
、宇
治
十
帖
ま
で
網
羅
し
ま
し
た
。

年表

身につけたい資質・能力について、学びの見通しを立てやすくするため、
すべての教材の冒頭に掲載しています。

古文の重要語を本文中に＊印で示し、
見開きごとに整理しました。

視点重要古語 脚注

文章を理解する上で必要な
情報を掲載。

作品の書かれた時代を年表で
分かりやすく示しました。

5657



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

図版学習の手引き

本文の理解の助けとなるようなカラー図版を適宜挿入。「理解」「表現」の二項目に分けて、本文の理解を助けます。

5859



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
（
古
文
編
②
）
『
大
鏡
』か
ら
は
、第
一
部
、第
二
部
あ
わ
せ
て
９
本
収
録
。

link マーク

link マークのある教材は、インターネット上に参考資料があります。
教科書「凡例」ページの二次元コードもしくは URL を開くと、
小社ホームページの「参考資料一覧」に遷移し、各種参考資料への
リンクが掲載されています。

本文フォント

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

6061



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
実
践
『
古
事
記
』と『
日
本
書
紀
』の
比
べ
読
み
で
、古
文
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

『日本書紀』から、『古事記』の教材と同じ場面を
描いた箇所を「参考」として採録。

ヤマトタケルの死を伝える伝承を、『古事記』と『日本書紀』から
それぞれ読み、表現の違いについて考える「実践」活動です。

6263



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

長さも、難易度においても、バラエティ豊かな教材を掲載。

◎
漢
文
教
材
は
、第
一
部
７
単
元
、散
文
22
教
材
、

　

漢
詩
12
首
。

◎
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教
材
を
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
列
。

目
次

古
典
探
究
改
訂
版

扱いやすい短めの教材。比べ読みに最適な【参考】教材。 漢文学習に必要な知識を【コラム】として
掲載しました。

漢
文
編

新新新

新

6465



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

基礎から応用まで、入試対策にも最適な教材を多数掲載。

◎
第
二
部
７
単
元
、散
文
25
教
材
・
漢
詩
８
首
。

目
次

古
典
探
究
改
訂
版

新新

漢文を身近なものとする探究活動例としての「実践」

古典を扱った近代以降の文章。 入試頻出文章教材。

漢
文
編

6667



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

教
科
書
の
特
色

◎
単
元
の
目
標
生
徒
一
人
一
人
が
単
元
の
ね
ら
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、主
体
的
に
目
的
を
も
っ
て

学
べ
る
よ
う
、単
元
ご
と
に「
単
元
の
目
標
」を
示
し
て
い
ま
す
。

単元の目標

各単元の「目標」を第一部・第二部の冒頭に提示しました。
単元ごとの学びの見通しに役立ちます。

6869



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
お
す
す
め
の
教
材
（
漢
文
編
①
）
『
史
記
』は
、主
要
な
場
面
を
中
心
に
収
録
。

リ
ー
ド
文
や
小
見
出
し
、豊
富
な
図
版
に
よ
っ
て
、読
解
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

句法のまとめ

重要な句法を本文中に＊印で示し、
教材ごとに整理しました。

年表

旧字体

作品の書かれた時代もしくは場面を
年表で分かりやすく示しました。

常用漢字体と旧字体（正字）の字画が異なる
場合は、初出に旧字体を示しました。

前後の流れが分かるリード文を
適宜挿入。

7071



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

図版

本文の理解を助ける図版を豊富に掲載しました。

脚問

文脈を理解する上でポイントとなる部分は、
簡潔な脚問を通して確認。

7273



文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

◎
実
践
比
べ
読
み
の
実
践
で
は
、漢
文
と
古
文
、さ
ら
に
は
絵
画
な
ど
を
用
い
て
、複
合
的
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「西京雑記」から「王昭君」の
物語を読む。図版は、菱田春草。

李白、大江朝綱の漢詩、
赤染衛門の和歌。

12 ～13世紀に描かれた
「明妃出塞図」。

7475



		
 

文
学
国
語
　
改
訂
版

古
典
探
究
　
改
訂
版

入
試
出
題
状
況

指
導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

論
理
国
語
　
改
訂
版

教
科
書
収
録
教
材（
現
代
文
）の
筆
者
の
大
学
入
試
出
題
状
況
（
一
部
）

2
0
1
9
︱
2
0
2
5
年
度

ド
ミ
ニ
ク
・チ
ェン	「
未
来
を
思
い
出
す
た
め
に
」
︱
山
梨
大

	

「
遠
隔
で
も『
共
に
在
る
』感
覚　

入
力
見
え
る
チ
ャッ
ト
、関
係
豊
か
に
」

	

︱
白
百
合
女
子
大

	

内
田　

樹	

「
修
行
論
」
︱
北
海
学
園
大

	

『
サ
ル
化
す
る
世
界
』
︱
青
山
学
院
大

若
林
幹
夫	

『
社
会（
学
）を
読
む
』
︱
学
習
院
大

	

橋
爪
大
三
郎	

『
正
し
い
本
の
読
み
方
』
︱
白
百
合
女
子
大

	

岸　

政
彦	

『
は
じ
め
て
の
沖
縄
』
︱
熊
本
大

	

尹　

雄
大	

『
聞
く
こ
と
、話
す
こ
と
。人
が
本
当
の
こ
と
を
口
に
す
る
と
き
』

	

︱
九
州
大

	

夏
目
漱
石	

虚
子
著「『
鶏
頭
』序
」
︱
上
智
大

	

「
子
規
の
画
」
︱
東
京
大

	

『
三
四
郎
』
︱
三
重
大

	

今
福
隆
太	

『
宮
沢
賢
治　

デ
クノ
ボ
ー
の
叡
知
』
︱
早
稲
田
大
・
九
州
大

	

湯
浅　

誠	

『
反
貧
困
』
︱
千
葉
大

	

森
本
あ
ん
り	

『
異
端
の
時
代
』
︱
立
命
館
大

	

船
木　

亨	

『
現
代
思
想
講
義
』
︱
青
山
学
院
大

	

「
蓋
然
性
と
言
語
」
︱
早
稲
田
大

	

『
死
の
病
と
生
の
哲
学
』
︱
東
北
学
院
大

	

原　

研
哉	

『
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
――

美
意
識
が
作
る
未
来
』
︱
福
岡
教
育
大

中
島　

敦	

「
狐
憑
」
︱
福
井
県
立
大

	

「
文
字
渦
」
︱
防
衛
医
科
大

高
階
秀
爾	

『
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か
』
︱
三
重
県
立
看
護
大

今
福
隆
太	

『
宮
沢
賢
治　

デ
クノ
ボ
ー
の
叡
知
』
︱
早
稲
田
大
・
九
州
大

藤
原
辰
史	

「
食
べ
る
こ
と
考
え
る
こ
と
」
︱
亜
細
亜
大
・
津
田
塾
大

	

『
分
解
の
哲
学
』
︱
学
習
院
大
・
名
城
大

	

『
分
解
の
哲
学
』
︱
中
央
大

	

「
他
炊
論
」
︱
早
稲
田
大

夏
目
漱
石	

「
虚
子
著「
鶏
頭
」序
」
︱
上
智
大

	

「
子
規
の
画
」
︱
東
京
大

	

『
三
四
郎
』
︱
三
重
大

小
川
洋
子	

「
こ
と
り
」
︱
東
北
大
・
聖
心
女
子
大

川
上
未
映
子	

「
夏
物
語
」
︱
大
阪
大

杉
田　

敦	

『
境
界
線
の
政
治
学
』
︱
東
北
大

	

今
井
む
つ
み
・
秋
田
喜
美　
『
言
語
の
本
質
』
︱
慶
應
大

	

河
野
哲
也	

『
境
界
の
現
象
学　

始
原
の
海
か
ら
流
体
の
存
在
論
へ
』

	

︱
セ
ン
タ
ー
入
試

	

丸
山
眞
男	

『
陸
羯
南
――

人
と
思
想
』
︱
早
稲
田
大

	

野
家
啓
一	

『
物
語
の
哲
学
』
︱
大
阪
経
済
大

	

『
ホ
モ
・ナ
ラ
ン
ス
の
可
能
性
』
︱
大
阪
大

	

三
木
那
由
他	

『
言
葉
だ
け
の
場
所
』
︱
広
島
大

椹
木
野
衣	

「
美
術　

祝
祭
、狂
乱
、共
闘
、流
転
」
︱
東
海
大

	

『
感
性
は
感
動
し
な
い
――

美
術
の
見
方
、批
評
の
作
法
』

	

︱
神
戸
学
院
大

	

「
爆
発
、丸
石
神
、グ
ラ
ン
・
ギ
ニ
ョ
ル
な
未
来
」
︱
弘
前
大

岩
井
克
人	

『
二
十
一
世
紀
の
資
本
主
義
論
』
︱
慶
応
義
塾
大

坂
口
安
吾	

「
日
本
文
化
私
観
」
︱
南
山
大

	

「
恋
愛
論
」
︱
慶
應
大

蓮
實
重
彦	

『
反
＝
日
本
語
論
』
︱
東
北
学
院
大

福
沢
諭
吉	

「
人
の
説
を
咎
む
可
ら
ざ
る
の
論
」
︱
一
橋
大

若
桑
み
ど
り	

『
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
』
︱
関
西
大

木
村　

敏	
『
時
間
と
自
己
』
︱
神
戸
学
院
大

	
『
自
分
と
い
う
こ
と
』
︱
成
蹊
大

佐
伯
啓
思	

『「
脱
」戦
後
の
す
す
め
』
︱
同
志
社
女
子
大

	

『
経
済
成
長
主
義
へ
の
決
別
』
︱
静
岡
大

中
井
久
夫	

「
笑
い
の
生
物
を
試
み
る
」
︱
南
山
大

	

「
現
代
社
会
に
生
き
る
こ
と
」
︱
京
都
大

＊
青
字
は
教
科
書
本
文
と
同
一
箇
所
、緑
字
は
教
科
書
本
文
と
同
一
出
典

◎『
論
理
国
語  

改
訂
版
』収
録
教
材
の
筆
者
の
大
学
入
試
出
典
一
覧（
一
部
）

◎『
文
学
国
語  

改
訂
版
』収
録
教
材
の
筆
者
の
大
学
入
試
出
典
一
覧（
一
部
）

※『　

』は
書
名
、「　

」は
文
章
タ
イ
ト
ル

入
試
出
題
状
況

寺
田
寅
彦	

「
化
け
物
の
進
化
」
︱
成
城
大

	

「
蓄
音
機
」
︱
成
蹊
大

	

「
案
内
者
」
︱
立
教
大

加
藤
周
一	

「
明
治
初
期
の
文
体
」
︱
早
稲
田
大

	

『
日
本
文
学
史
序
説
』
︱
上
智
大

	

「
科
学
の
方
法
と
文
学
の
擁
護
」
︱
九
州
大

多
和
田
葉
子	

『
雪
の
練
習
生
』
︱
神
戸
親
和
大

	

「
H
i
r
u
k
o
は
語
る
」
︱
琉
球
大

	

「
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
鉄
道
」
︱
大
阪
大

三
島
由
紀
夫	

「
西
洋
の
庭
園
と
日
本
の
庭
園
――

『
仙
洞
御
所
』序
文
」
︱
明
治
学
院
大

	

「
陶
酔
に
つ
い
て
」
︱
千
葉
大

	

「
い
か
に
し
て
永
生
を
？
」
︱
宇
都
宮
大

	

『
廃
墟
に
つ
い
て
』
︱
愛
知
大

	

『
金
閣
寺
』
︱
福
井
県
立
大

谷
崎
潤
一
郎	

「
陰
翳
礼
讃
」
︱
関
東
学
院
大

森
鷗
外	

『
半
日
』
︱
宮
崎
大

渡
辺
一
夫	
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論
理
国
語
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訂
版
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導
資
料
一
覧

周
辺
教
材

指導資料一覧 評価問題・教科書紙面 PDF・実践用ワークシート ・　
図解穴埋めワークシート・ルーブリック評価シートなど、さらに充実しました。

指導資料各種 論理国語 改訂版
（論国 143-901）

文学国語 改訂版
（文国 143-901）

古典探求 改訂版
（古探 143-901／ 143-902）

指導書『学習指導の研究』（A5版） 5分冊＋ CD-ROM1枚＋ PDF 版 5分冊＋ CD-ROM1枚＋ PDF 版 6分冊＋ CD-ROM1枚＋ PDF 版

指
導
資
料
デ
ー
タ
（
C
D
︱
R
O
M
）

教科書本文データ 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

訓点付き漢文原文データ ― ― 一太郎・Word・PDF

古文品詞分解 ― ― 一太郎・Word

漢文書き下し文 ― ― 一太郎・Word

古文・漢文現代語訳 ― ― 一太郎・Word

〈テスト・評価問題〉基本問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・評価問題〉標準問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・評価問題〉発展問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

〈テスト・プリント〉小テスト問題 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

漢文編集システム ― ― 一太郎・Word

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
資
料

教科書紙面 PDF PDF PDF PDF

課題ノートデータ 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

授業用プリント 一太郎・Word 一太郎・Word 一太郎・Word

実践用ワークシート 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF 一太郎・Word・PDF

図解穴埋めワークシート PDF ― ―

授業用図版素材 PDF PDF PDF

古文・漢文本文スライドデータ ― ― PowerPoint

ルーブリック評価シート Excel Excel Excel

学習 link 集 デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ デジタル・コンテンツ

PDF 指導書分冊『学習指導の研究』PDF 版 PDF PDF PDF

【別売】『文学国語　改訂版』朗読 CD　３枚組 ― 対応 ―

【別売】『古典探究　改訂版』朗読 CD　２枚組 ― ― 対応

【別売】指導書分冊『学習指導の研究』PDF
ファイル版（『学習指導の研究』より分売） CD-ROM1枚 CD-ROM1枚 CD-ROM1枚

※指導資料関連の一部を破損・紛失した場合は、交換することが可能です。営業部までお問い合わせください。 補助教材集

朗読CD

デジタル教科書関連書

『文学国語　改訂版』
朗読CD  2枚組

『古典探究　改訂版  （古文編・漢文編）』
朗読CD  2枚組

詳説 古典文法 改訂版　井島正博 編著 伊藤博美・仲島ひとみ 著
※指導資料・補充問題データCD-ROM　A5判／別冊解答付／176頁／
本体680円＋税／ISBN 978-4-480-91737-9　学校専売品

次の副読本は、筑摩書房版
デジタル教科書に関連づけられています。

指導資料

詳説 古典文法 改訂版　準拠 学習ノート
『詳説古典文法 改訂s版』編集委員会 編著  B5判／別冊解答付／64頁／
本体500円＋税／ISBN 978-4-480-91092-9　学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版　三上英司 編著 石村貴博・大橋賢一・泊 功 著
※評価問題データCD-ROM　A5判／別冊解答付／224頁／
本体700円＋税／ISBN 978-4-480-91738-6　学校専売品

詳説 漢文句法 改訂版　準拠 学習ノート　北島大悟 編著
B5判／別冊解答付／48頁／
本体500円＋税／ISBN 978-4-480-91093-6　学校専売品

授業をサポートする周辺教材のご案内

10のグループで覚える 読解 古文単語343　村田正純・吉田 光 著
※自動問題作成システム（Web版）
B6変型判／256頁／本体900円＋税／ISBN 978-4-480-91735-5

準拠課題ノート一覧

論理国語  改訂版  課題ノート
B5判／別冊解答付／書き込み式／予160頁

論国143-901

文学国語  改訂版  課題ノート
B5判／別冊解答付／書き込み式／予144頁

文国143-901

古典探究  改訂版
［古文編・漢文編］  課題ノート
B5判／別冊解答付／書き込み式／予240頁

古探143-901／143-902

学校専売品 指導者用デジタル教科書

古典探究  改訂版 ［古文編・漢文編］ 
指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

古典探究  改訂版 ［古文編・漢文編］
指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

文学国語  改訂版
指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

文学国語  改訂版
指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

論理国語  改訂版
指導者用デジタル教科書（DVD-ROM版）

論理国語  改訂版
指導者用デジタル教科書（クラウド版）
＊1ライセンスあたり　10  ID

指導書『学習指導の研究』の内容　全体を次の項目で構成しています。 オンライン指導資料

漢文編集システム

■単元の解説
単元のねらい・教材編集の意図
■教材のねらい
教材ごとに見開きで指導のポイントを
解説
■学習指導の展開例
教材の指導計画案（配当時間）・
指導目標・学習活動・指導上の留意点
■出典
■著者（作者）解説
■要旨（主題）
100字・200字の二種
■意味段落の要旨
教材の全体を意味段落による表で
示し、各段落の内容を要約
■全体の構成図

教材本文の流れをチャート形式で
図解（※現代文教材のみ）
■叙述と注解
教材本文の語句の解説や、 
文脈上での叙述の解釈
■学習のポイント
授業前のトピックの紹介や、各段落の
要点を整理（※現代文教材のみ）
■発問例／脚問の解答
教科書収録の脚問と、発問例・
解答。各問には難易度を表示
■板書例
授業の要所要所で示す板書例
■キーワード
本文理解に重要なキーワードを解説

（※現代文教材のみ）
■作品解説（鑑賞）

■参考資料
■参考文献
■手引きの解答例・指導上の
留意点
■オンライン指導資料

古文・漢文教材には、このほかに
以下の項目があります。
■品詞分解　※古文編
■総ルビ付き本文　※古文編
■総ルビ付き訓読（書き下し文）
　※漢文編
■現代語訳　※古文編・漢文編

指導書『学習指導の研究』を通して、
下記のオンライン指導資料が
利用できます。

漢文の問題作成も手軽にできます。

詳細は
「指導資料パンフレット」
P40-43をご覧ください。

詳細は
「指導資料パンフレット」
P41をご覧ください。

準備中

準備中 準備中

準備中

準備中

準備中

準備中

準備中

―
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監修	 東京大学　安藤　宏　日本大学　紅野謙介
A5 判／ 128 頁／本体 560 円 + 税／ ISBN 978-4-480-91091-2
文学の世界を広げる準教科書。
1 年生でもっと文学的文章を生徒に触れさせたい先生方に！
指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD-ROM）付
*指導資料も完備（別売）*学校専売品
A５判／368頁／本体7,000円＋税／ISBN 978-4-480-90584-0

ちくま文学講読〈初級編〉

監修	 東京大学　安藤　宏　日本大学　紅野謙介
A5 判／ 256 頁／本体 900 円 + 税／ ISBN978-4-480-91740-9
文学の世界を深める準教科書。
2・3 年生で必須の文学的文章を扱いたい先生方に！
指導用資料（冊子） 評価問題・本文データ（CD-ROM）付
*指導資料も完備（別売）*学校専売品
A5判／792頁／本体9,000円＋税／ISBN 978-4-480-91744-7

ちくま文学講読〈上級編〉

ちくま古典購読
監修	 青山学院大学　高田祐彦　山形大学　三上英司
定番の古文・漢文教材を精選した準教科書。
2・3 年生の2 単位古典科目に！ 2026 年秋刊行予定



「教科書調査の観点」のほか、シラバスなどの資料は、
筑摩書房の教科書サイト「ちくまの教科書」からダウンロードできます。
https://www.chikumashobo.co.jp/kyoukasho/

ち く ま し ょ ぼ う　

筑摩書房版 教科書の展開例

1年次 2年次 3年次

ちくま 言語文化
［2単位］

言語文化 改訂版
［2単位］

ちくま 現代の国語
［2単位］

現代の国語 改訂版
［2単位］

言文 143‒902

言文 143‒901

現国 143‒902

現国 143‒901

論理国語 改訂版 
［4単位］

論国 143‒901

文学国語 改訂版 
［4単位］

文国 143‒901

古典探究 古文編 改訂版
古典探究 漢文編 改訂版

［4単位］

古探 143‒901／古探 143-902

教科書名
教科書調査の観点

（１）内容
（２）構成・分量 （３）表記・表現および使

用上の便宜 （４）その他
①知識・技能 ②思考力・判断力・表現力 ③言語活動

論理国語 改訂版
（論国 143-901）

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項につ
いて理解を深めたり、自らの考えを広げたり
する評論教材や学習の手引きが充実してい
る。

B　書くこと
論理的な文章や実用的な文
章を書くことの資質・能力に資
する教材が充実しており、十分
配慮されている。

「実践」や教材ごとの手引
きで主体的対話的で深い
学びを実践する数多くの
言語活動例が示され、十
分配慮されている。

・教材収録本数が多く、分野も多岐に
わたり、教材選択の幅が広い。

・脚注や地図・図版などが
適宜掲げられており学習
の便宜が図られている。

・意欲的に発掘された新
教材が多く掲載されてい
て清新な印象を受けた。

（２）情報の扱い方について理解を深め、自
ら情報を利用して思考を深めるための評論
教材や言語活動が充実している。

C　読むこと
論理的な文章や実用的な文
章について、根本から問い直
し、多様な視点を持ち、視野を
広げ、論理的思考を育む教材
が充実している。

・単元ごとに「単元の目標」が示され、
単元を通しての学習の見通しが立つ
ように工夫されている。

・手引きや脚問によって理
解を深められるよう配慮さ
れている。

・評論読解に役立つコラ
ムがよく整理されている。

（３）新たな考えの構築に資する読書につい
て、教材ごとに著者の主な作品が紹介されて
おり、十分配慮されている。

・教材ごとに「視点」が示されて、教材
を通して学習の見通しが立つように
工夫されている。
・教材ごとに「課題」と「言語活動」が
示され、身につける資質・能力を明確
である。

文学国語 改訂版
（文国 143-901）

（１）言葉の特徴や働きについて理解を深め
る近代以降の文学的な文章と、学習の手引
きが充実している。

B　書くこと
文学的な文章を書くことの資
質・能力に資する教材が充実
しており、十分配慮されている。

「実践」や教材ごとの手引
きで主体的対話的で深い
学びを実践する数多くの
言語活動例が示され、十
分配慮されている。

・教材収録本数が多く、作品や作者
のバリエーションも多岐にわたり、教
材選択の幅が広い。

・脚注や地図・図版などが
適宜掲げられており学習
の便宜が図られている。

・意欲的に発掘された新
教材が多く掲載されてい
て清新な印象を受けた。

（２）我が国の言語活動に関する知識・技能
が身につく文学的な文章と、言語活動が充
実している。

C　読むこと
文学的な文章について、作品
をふまえて考察を深めるための
教材が充実している。

・単元ごとに「単元の目標」が示され、
単元を通しての学習の見通しが立つ
ように工夫されている。

・手引きや脚問によって理
解を深められるよう配慮さ
れている。

・意欲的に発掘された新
教材が多く掲載されてい
て清新な印象を受けた。

（３）人間、社会、自然などの対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めること。

・教材ごとに「視点」が示されて、教材
を通して学習の見通しが立つように
工夫されている。

・教材の理解に役立つコ
ラムがよく整理されている。

・教材ごとに「理解」と「言語活動」が
示され、身につける資質・能力を明確
である。

古典探究 改訂版
（古探 143-901／
古探 143-902）

（（１）古典の作品における言葉の特徴や用
いられ方について理解を深めたり、自らの考
えを広げたりする古典教材や学習の手引き
が充実している。

C　読むこと
古文・漢文について、的確に捉
え、理解を深めるための教材
が充実している。

「実践」や教材ごとの手引
きで主体的対話的で深い
学びを実践する数多くの
言語活動例が示され、十
分配慮されている。

・教材収録本数が多く、作品や作者
のバリエーションも多岐にわたり、教
材選択の幅が広い。

・脚注や系図・地図、手引
きや時代区分、脚問などが
適宜掲げられており効果
的である。

・巻末付録の「古語の理
解」「漢語の理解」、年表
などが授業に役立ち、評価
できる。

（２）古典などを読むことを通して、我が国の
文化の特質や中国など外国の文化との関係
について理解を深めたり、文語や訓読のきま
りについて理解を深めたり、現代に至る言葉
の変化や影響について理解を深めるための
古典教材が充実している。

・単元ごとに「単元の目標」が示され、
単元を通しての学習の見通しが立つ
ように工夫されている。

特に絵巻物、絵画などのカ
ラー図版が時代・風俗を
理解する際に有効である。

（３）先人のものの見方、感じ方、考え方に親
しみ、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書について、十分配慮されている。

・教材ごとに「視点」が示されて、教材
を通して学習の見通しが立つように
工夫されている。
・教材ごとに「司会」と「表現」が示さ
れ、身につける資質・能力を明確であ
る。


